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二
一

一
、
は
じ
め
に

　

筆
者
は
先
に
、
中
学
校
の
第
二
学
年
に
配
当
さ
れ
て
い
る
古
典
教
材
の
定
番
『
平
家

物
語
』
の
「
敦
盛
の
最
期
」「
扇
の
的
」
に
つ
い
て
、
す
べ
て
の
教
科
書
に
採
録
さ
れ

る
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
）
を
出
典
と
す
る
本
文
（
語
り
本
系
の
覚

一
本
（
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
・
高
野
本
）
を
底
本
と
す
る
）
と
、『
平
家
物
語
』

諸
本
で
は
最
古
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
故
か
こ
れ
ま
で
教
科
書
に
は
全
く
採
録

さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
、
読
み
本
系
の
延
慶
本
（
一
三
〇
九
〜
一
〇
年
写
）
と
を
比

較
し
分
析
・
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
授
業
づ
く
り
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を

述
べ
た
（
１
）。
読
み
本
系
と
語
り
本
系
の
二
系
統
が
存
す
る
『
平
家
物
語
』
に
お
い
て
は
、

片
方
の
系
統
の
み
に
偏
っ
た
本
文
の
選
定
は
、
当
該
文
献
の
真
の
姿
を
探
る
こ
と
が
な

い
ま
ま
、
一
方
的
な
筋
立
て
や
平
敦
盛
・
那
須
与
一
の
イ
メ
ー
ジ
を
生
徒
に
植
え
付
け

て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
古
典
教
材
で
は
な
い
も
の
の
、
中
学
校
の
第
三
学
年
に
配
当
さ
れ
て
い

る
定
番
の
翻
訳
教
材
、
魯
迅
「
故
郷
」
を
取
り
上
げ
、
教
科
書
に
採
録
さ
れ
る
竹
内
好

訳
以
外
の
翻
訳
や
魯
迅
の
原
文
と
比
較
し
、
分
析
・
検
討
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
新
た

な
授
業
づ
く
り
の
方
法
を
提
案
し
た
い
。
あ
わ
せ
て
、
現
行
の
教
科
書
教
材
に
用
意
さ

れ
て
い
る
極
め
て
僅
か
な
情
報
だ
け
で
は
、「
学
習
の
手
引
き
」
等
で
求
め
ら
れ
て
い

る
学
習
目
標
は
、
ほ
と
ん
ど
到
達
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
い
。

　

魯
迅
「
故
郷
」
は
、『
平
家
物
語
』
同
様
に
現
行
の
す
べ
て
の
教
科
書
（
学
校
図
書
・

教
育
出
版
・
三
省
堂
・
東
京
書
籍
・
光
村
図
書
）
に
採
録
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ

も
ま
た
『
平
家
物
語
』
の
場
合
と
類
同
で
、
な
ぜ
か
す
べ
て
竹
内
好
の
翻
訳
『
魯
迅
文

集
』
第
一
巻
に
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
２
）。
こ
の
点
か
ら
も
、
改
め
て
追
究
す
る
価

値
が
あ
る
教
材
で
あ
る
。

　

な
お
、「
故
郷
」
を
初
め
て
教
材
と
し
て
採
録
し
た
の
は
、
教
育
出
版
の
教
科
書

（
一
九
五
三
年
）
で
あ
っ
て
、
以
来
六
五
年
以
上
、
中
学
校
の
国
語
教
科
書
か
ら
は
外

す
こ
と
が
で
き
な
い
教
材
と
な
っ
て
い
る
（
３
）。

 

二
、
魯
迅
「
故
郷
」
授
業
づ
く
り
の
前
提
条
件

　
「
故
郷
」
の
授
業
づ
く
り
の
前
提
と
し
て
、
授
業
者
側
が
承
知
し
て
お
か
ね
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
多
々
あ
る
。
次
下
に
そ
の
い
く
つ
か
を
掲
げ
る
。
主
に
、『
世
界
名
作
全
集
』

第
三
三
巻
・
解
説
（
増
田
渉
）、
及
び
藤
井
省
三
『
魯
迅
事
典
』、
同
『
魯
迅
―
東
ア
ジ

ア
を
生
き
る
文
学
』
に
よ
っ
た
（
４
）。
こ
の
す
べ
て
を
生
徒
に
伝
え
る
必
要
は
な
い
が
、

授
業
者
側
は
あ
る
程
度
ま
で
押
さ
え
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

無
論
、
作
者･

魯
迅
と
作
中
の
主
人
公
を
ま
っ
た
く
同
一
視
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
そ
の
こ
と
は
重
々
承
知
し
て
い
る
。
し
か
し
、
魯
迅
そ
の
人
、
そ
の
周
辺
、
そ
の

時
代
背
景
を
知
ら
ず
し
て
、「
故
郷
」
の
作
品
理
解
が
深
ま
る
と
は
、
到
底
考
え
ら
れ

な
い
の
で
あ
る
。

魯
迅
「
故
郷
」
の
新
た
な
授
業
づ
く
り
の
方
法

― 

井
上
紅
梅
訳
・
原
文
と
の
比
較 

―

鈴　
　

木　
　
　
　

恵

 

二
〇
二
〇
・
五
・
一
三　

受
理
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二
二

１
．
魯
迅
は
ど
の
よ
う
な
時
代
に
ど
の
よ
う
な
生
涯
を
送
っ
た
か

① 

幼
少
の
時
期
（
〇
～
一
七
歳
）
一
八
八
一
～
九
八

　

魯
迅
（
本
名
、
周
樹
人
）
は
、
一
八
八
一
年
九
月
二
五
日
、
中
国
浙
江
省
紹
興
府
の

裕
福
な
家
庭
に
生
ま
れ
た
。
藤
井
省
三
に
よ
れ
ば
、「
周
一
族
は
紹
興
城
内
の
老
台
門
、

新
台
門
、
過
橋
台
門
に
分
居
し
、
新
台
門
に
あ
っ
た
魯
迅
の
興
房
は
一
〇
親
等
に
当
た

る
人
ま
で
を
含
む
数
家
族
数
十
名
が
同
居
す
る
大
家
族
で
あ
っ
た
。」「
魯
迅
の
少
年
時

代
に
は
ま
だ
約
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
田
が
残
さ
れ
て
い
た
。」
と
さ
れ
て
い
る
（
５
）。
し

か
し
一
二
歳
の
時
、
父･
周
鳳
儀
が
受
験
す
る
科
挙
の
贈
賄
事
件
に
よ
り
、
祖
父
・
周

福
清
が
下
獄
（
七
年
間
）
さ
れ
て
以
来
、
周
家
は
没
落
の
一
途
を
辿
る
。
さ
ら
に
翌
年

父
が
重
病
を
患
い
、
魯
迅
が
一
五
歳
の
時
に
三
六
歳
で
没
し
て
し
ま
う
（
６
）。
そ
の
た

め
魯
迅
は
、
早
く
か
ら
家
長
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

﹇
歴
史
的
事
件
﹈
清
仏
戦
争
（
一
八
八
四
〜
五
年
）、
日
清
戦
争
（
一
八
九
四
〜
五
年
）。

※
ア
ヘ
ン
戦
争
（
一
八
四
〇
〜
二
年
）
は
、魯
迅
が
誕
生
す
る
約
四
〇
年
前
の
こ
と
だ
っ

た
。

② 

江
南
路
・
鉱
学
堂
の
時
期
（
一
七
～
二
〇
歳
）
一
八
九
八
～
一
九
〇
一

　

南
京
に
出
て
、
生
涯
を
通
じ
て
多
大
な
影
響
を
受
け
た
自
然
科
学
系
の
諸
学
を
学
ん

だ
ほ
か
、
多
く
の
外
国
文
学
に
触
れ
た
。

﹇
歴
史
的
事
件
﹈
義
和
団
事
件
（
一
八
九
九
〜
一
九
〇
〇
年
）

③ 

日
本
留
学
の
時
期
（
二
一
～
二
八
歳
）
一
九
〇
二
～
〇
九

　

二
一
歳
で
東
京
牛
込
の
弘
文
学
院
（
嘉
納
治
五
郎
設
立
）
に
留
学
、
二
三
歳
で
仙
台

医
学
専
門
学
校
（
後
の
東
北
大
学
医
学
部
、
恩
師
は
藤
野
厳
九
郎
教
授
）
に
入
学
す

る
。
し
か
し
、
二
年
後
に
は
退
学
し
て
東
京
で
文
芸
活
動
を
始
め
る
。
北
欧
や
東
欧
の

被
圧
迫
・
弱
小
民
族
の
文
学
を
あ
さ
り
、『
域
外
小
説
集
』
二
冊
を
出
版
し
た
。
ま
た
、

一
九
〇
六
年
に
一
旦
中
国
に
帰
国
し
た
際
、
母
親
が
用
意
し
た
朱
安
と
結
婚
し
た
。
こ

の
時
代
の
中
国
の
婚
礼
は
親
が
す
べ
て
を
決
定
し
、
本
人
の
意
向
は
ま
っ
た
く
顧
慮
さ

れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。
た
だ
、
纏
足
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
文
字
を
知
ら
な
い
古
い
タ

イ
プ
の
朱
安
を
魯
迅
は
ま
っ
た
く
好
ま
ず
、
そ
の
四
日
後
に
は
弟
・
作
人
と
東
京
に
舞

い
戻
っ
て
し
ま
う
。
母
親
孝
行
の
魯
迅
と
し
て
は
、
精
一
杯
の
意
思
表
示
で
あ
っ
た
。

﹇
歴
史
的
事
件
﹈
日
露
戦
争
（
一
九
〇
四
〜
五
年
）

④ 

杭
州
・
紹
興
に
お
け
る
教
師
の
時
期
（
二
八
～
三
〇
歳
）
一
九
〇
九
～
一
一

　

八
年
に
及
ん
だ
日
本
留
学
を
切
り
上
げ
、
家
族
の
生
活
を
支
え
る
た
め
に
帰
国
。
杭

州
の
浙
江
両
級
師
範
学
堂
教
員
、
紹
興
府
中
学
堂
教
員
兼
教
務
長
、
浙
江
山
会
初
級
師

範
学
堂
の
校
長
な
ど
を
歴
任
し
た
。

﹇
歴
史
的
事
件
﹈
辛
亥
革
命
（
一
九
一
一
年
）
※
待
望
の
新
中
国
の
誕
生

⑤ 

北
京
に
お
け
る
在
官
の
時
期
（
三
一
～
四
五
歳
）
一
九
一
二
～
二
六

　

前
期
―
辛
亥
革
命
の
翌
一
九
一
二
年
一
月
、
南
京
に
臨
時
政
府
が
で
き
、
共
和
制
の

中
華
民
国
が
成
立
し
た
。
魯
迅
は
政
府
の
教
育
部
役
人
と
な
り
、
五
月
に
北
京
に
転
居

す
る
。
以
来
一
五
年
間
、
教
育
部
に
勤
務
す
る
一
方
、
諸
大
学
の
講
師
を
兼
ね
た
。
し

か
し
、
革
命
で
実
権
を
握
っ
た
の
は
軍
閥
（
中
心
は
袁
世
凱
）
で
あ
っ
た
た
め
、
魯
迅

は
次
第
に
絶
望
感
、
虚
無
感
を
懐
く
よ
う
に
な
る
。

　

後
期
―
友
人
・
銭
玄
同
の
勧
め
に
よ
り
、
雑
志
『
新
青
年
』
へ
の
投
稿
を
始
め
る
。

一
九
一
八
年
五
月
に
「
狂
人
日
記
」
を
発
表
し
、魯
迅
の
文
学
活
動
が
本
格
的
に
始
ま
る
。

以
来
、『
新
青
年
』
に
「
孔
乙
己
」「
薬
」「
風
波
」「
故
郷
」
な
ど
の
短
編
を
相
次
い
で

発
表
し
た
。
特
に
『
晨
報
』（
北
京
の
新
聞
）
に
連
載
し
た
「
阿
Ｑ
正
伝
」
は
、
文
学

史
上
に
魯
迅
を
定
位
し
た
。
一
方
、
小
説
と
並
行
し
て
、
評
論
性
の
エ
ッ
セ
イ
を
書
き

続
け
た
。「
道
は
人
が
作
る
も
の
で
、
初
め
か
ら
あ
る
も
の
で
な
く
、
人
の
多
く
歩
く

と
こ
ろ
が
道
に
な
る
」
と
い
う
考
え
方
が
形
作
ら
れ
て
行
く
。
一
九
二
五
年
、
魯
迅
は

講
師
を
し
て
い
た
北
京
女
子
師
範
学
校
に
お
い
て
、
新
生
中
国
に
ふ
さ
わ
し
い
進
歩
的

か
つ
活
発
な
女
性
・
許
広
平
と
出
会
う
。

﹇
歴
史
的
事
件
﹈
中
華
民
国
成
立
（
一
九
一
二
年
）、
第
一
次
世
界
大
戦
（
一
九
一
四
〜

八
年
）
ロ
シ
ア
革
命
（
一
九
一
七
年
）、
中
国
共
産
党
成
立
（
一
九
二
一
年
）

⑥ 

厦
門
・
広
州
に
お
け
る
教
師
の
時
期
（
四
五
～
四
六
歳
）
一
九
二
六
～
二
七

　

三
・
一
八
事
件
に
衝
撃
を
受
け
た
魯
迅
は
北
京
を
逃
れ
、
一
九
二
六
年
八
月
に
福
建
・

厦
門
大
学
に
赴
任
し
た
。
が
、
保
守
的
な
校
風
を
嫌
っ
て
、
翌
年
一
月
に
広
州
・
中
山

大
学
に
転
任
し
た
。
当
地
で
は｢

革
命
の
戦
士｣

｢

思
想
界
の
権
威
」
と
し
て
歓
迎
さ

れ
た
が
、
ク
ー
デ
タ
ー
後
、
一
種
の
軟
禁
状
態
に
置
か
れ
る
。
そ
の
後
一
〇
月
に
許
広

平
と
上
海
に
脱
出
し
、
許
広
平
と
の
生
活
が
始
ま
る
。
し
か
し
、
こ
の
間
の
様
々
な
事

件
か
ら
、
国
民
党
に
対
す
る
深
い
憤
り
と
憎
悪
を
抱
く
に
至
る
。

⑦ 

上
海
に
お
け
る
活
動
の
時
期
（
四
六
～
五
五
歳
）
一
九
二
七
～
三
六

　

魯
迅
の
晩
年
の
一
〇
年
。
上
海
で
許
広
平
と
家
庭
を
持
ち
、
一
子
・
海
嬰
を
も
う
け
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二
三

る
。
母
の
病
気
で
二
度
北
京
の
家
を
訪
ね
る
が
、
そ
れ
以
外
は
外
出
す
る
こ
と
が
ほ
と

ん
ど
な
く
、
評
論
性
の
エ
ッ
セ
イ
を
書
き
続
け
た
。
一
九
三
〇
年
二
月
に｢

自
由
運
動

大
同
盟｣

、
三
月
に｢

左
翼
作
家
連
盟｣

の
発
起
人
と
な
り
、
魯
迅
は
最
も
有
力
な
指

導
者
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
使
っ
て
国
民
党
政
府
を
攻

撃
し
た
。
そ
の
後
、｢

文
芸
工
作
者
連
盟
」
が
成
立
し
、
魯
迅
は
こ
れ
を
支
援
し
た
が
、

一
九
三
六
年
一
〇
月
一
九
日
に
肺
結
核（
直
接
的
に
は
心
臓
性
喘
息
の
発
作
）で
沒
し
た
。

﹇
歴
史
的
事
件
﹈満
州
事
変（
一
九
三
一
年
）。
※
魯
迅
の
死
後
、盧
溝
橋
事
件（
一
九
三
七

年
）
が
起
こ
っ
た
。

２
．
魯
迅
の
家
族

［
祖
父
・
周
福
清
］
科
挙
最
終
試
験
に
合
格
（
進
士
）
し
、
江
西
省
の
県
知
事
や
中
央

政
府
の
内
閣
中
書
を
勤
め
て
い
た
が
、
魯
迅
の
父･

周
鳳
儀
が
受
験
す
る
科
挙
の
贈
賄

事
件
に
よ
り
、
下
獄
さ
れ
た
。
以
後
周
家
は
、
経
済
的
に
困
窮
を
極
め
る
。

［
父
・
周
鳳
儀
（
伯
宜
）］
科
挙
受
験
資
格
試
験
に
合
格
（
秀
才
）
し
た
が
、
第
一
段
階

試
験
に
は
合
格
（
挙
人
）
で
き
な
か
っ
た
。
重
病
を
患
い
三
六
歳
で
没
し
た
。
後
に
魯

迅
が
西
洋
医
学
を
志
す
契
機
と
な
る
。

［
母
・
魯
瑞
］
進
歩
的
か
つ
開
明
的
な
女
性
で
、
自
ら
纏
足
を
や
め
、
独
学
で
文
字
を

学
習
し
た
。
舅
・
周
福
清
の
下
獄
、
夫
・
周
鳳
儀
の
死
後
も
よ
く
周
家
を
支
え
た
。
舅

の
赦
免
に
尽
力
し
、
魯
迅
ら
息
子
た
ち
の
勉
学
を
支
援
し
た
。
ち
な
み
に
、「
故
郷
」

の
時
代
は
彼
女
が
六
四
歳
の
頃
と
さ
れ
る
。

［
弟
（
次
男
）・
周
作
人
］
魯
迅
よ
り
三
歳
年
下
。
魯
迅
・
胡
適
ら
と
並
ぶ
近
代
中
国
の

文
学
者
。
江
南
水
師
学
堂
を
卒
業
後
、魯
迅
に
連
れ
ら
れ
て
日
本
へ
留
学
（
立
教
大
学
）、

英
文
学
等
を
学
び
な
が
ら
兄
の
文
学
運
動
を
助
け
た
。
こ
の
間
、
魯
迅
の
協
力
も
あ
っ

て
、
下
宿
手
伝
い
の
娘
・
羽
太
信
子
と
結
婚
し
た
。
一
九
一
一
年
に
中
国
帰
国
後
は
、

一
七
年
に
北
京
大
学
教
授
に
就
任
し
、
文
学
革
命
の
理
論
家
と
し
て
活
躍
し
た
。
北
京

大
学
へ
の
就
職
も
ま
た
、魯
迅
の
斡
旋
に
よ
る
。
ま
た
、魯
迅
は
作
人
一
家
は
も
と
よ
り
、

日
本
の
羽
太
家
に
も
毎
月
送
金
す
る
な
ど
、
生
活
支
援
を
続
け
た
よ
う
で
あ
る
。
魯
迅

が
北
京
に
い
る
間
に
、
作
人
一
家
は
紹
興
に
移
り
住
み
、
そ
こ
で
長
男
・
豊
一
が
生
ま

れ
る
（
一
九
一
二
年
）。
信
子
は
、
妹
の
芳
子
を
（
兄
・
重
久
と
と
も
に
）
手
伝
い
と

し
て
日
本
か
ら
呼
び
寄
せ
る
。
こ
の
時
期
紹
興
の
魯
迅
の
生
家
に
は
、
実
に
多
人
数
が

住
ん
で
い
た
。

※
一
九
二
三
年
七
月
頃
、
魯
迅
と
不
倫
を
し
た
と
い
う
信
子
の
で
っ
ち
上
げ
を
作
人
が

信
じ
た
た
め
、
仲
の
よ
か
っ
た
魯
迅
と
作
人
と
の
関
係
が
険
悪
と
な
り
、
こ
こ
か
ら
周

家
の
崩
壊
が
始
ま
る
。

［
弟
（
三
男
）・
周
建
人
］　

中
国
の
生
物
学
者
。
上
海
商
務
印
書
館
編
訳
所
の
所
員
と

し
て
生
物
学
の
教
科
書
、
啓
蒙
書
を
多
数
編
集
・
翻
訳
し
た
。
日
中
戦
争
時
は
上
海
に

居
住
し
、
魯
迅
の
未
亡
人･

許
広
平
母
子
を
保
護
し
た
。
信
子
の
妹
・
芳
子
と
結
婚

（
一
九
一
四
年
）
し
た
が
、
後
に
離
婚
し
て
中
国
人
女
性
と
再
婚
し
た
。

［
正
妻
・
朱
安
］
日
本
留
学
時
代
に
母
親
の
意
向
で
結
婚
し
た
、
魯
迅
よ
り
も
三
歳
年

上
の
正
妻
。
魯
迅
は
古
い
タ
イ
プ
の
朱
安
を
ま
っ
た
く
好
ま
ず
、
通
常
の
夫
婦
関
係
で

は
な
か
っ
た
。

［
新
妻
・
許
広
平
］
魯
迅
が
北
京
女
子
師
範
学
校
で
教
鞭
を
執
っ
て
い
た
時
の
、
一
七

歳
年
下
の
教
え
子
。
実
質
的
な
妻
と
し
て
魯
迅
を
支
え
、
一
子
・
海
嬰
を
産
む
。

３
．「
故
郷
」
の
舞
台
と
時
代

・「
故
郷
」
の
舞
台
は
、
魯
迅
の
生
ま
れ
故
郷
、
紹
興
酒
の
産
地
と
し
て
も
知
ら
れ
る

浙
江
省
紹
興
府
の
、
古
び
た
魯
迅
の
生
家
と
そ
の
周
辺
で
あ
る
。
城
壁
に
囲
ま
れ
た
中

心
都
市
・
紹
興
府
城
の
人
口
は
、
当
時
約
一
一
万
人
だ
っ
た
。
上
海
―
紹
興
間
は
、
船

旅
で
三
泊
四
日
だ
っ
た
が
、
北
京
か
ら
だ
と
五
、六
日
を
要
し
た
。

・「
故
郷
」
に
描
か
れ
た
時
代
は
、
魯
迅
が
北
京
の
教
育
部
に
勤
務
し
て
い
た
三
八
歳

の
頃
。
魯
迅
は
北
京
八
道
湾
に
、
大
家
族
が
一
緒
に
住
む
こ
と
が
で
き
る
大
邸
宅
を
建

築
す
る
。
こ
こ
に
一
家
を
迎
え
入
れ
る
た
め
に
、魯
迅
は
一
九
一
九
年
一
二
月
、「
故
郷
」

紹
興
に
向
か
っ
た
。

・
こ
の
時
期
、
紹
興
の
魯
迅
の
生
家
に
は
、
少
な
く
と
も
母
・
魯
瑞
、
妻
・
朱
安
、
次
男
・

作
人
、
そ
の
妻
・
信
子
、
甥
・
豊
一
、三
男
・
建
人
、
そ
の
妻
・
芳
子
、
義
弟
・
羽
太

重
久
た
ち
が
住
ん
で
い
た
は
ず
で
、
そ
こ
に
魯
迅
が
迎
え
に
来
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

小
説
「
故
郷
」
に
は
母
親
と
甥
（
原
文
に
は
姪
児
と
あ
る
）
の
宏
児
（
八
歳
）
し
か
登

場
し
な
い
。

三
、
魯
迅
「
故
郷
」
の
日
本
語
訳

　
「
故
郷
」
は
一
九
二
一
年
五
月
、『
新
青
年
』
五
月
号
に
発
表
さ
れ
た
（
７
）。『
新
青
年
』
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二
四

は
、
北
京
大
学
の
陳
独
秀
が
主
宰
し
、
同
大
学
の
教
授
多
数
を
同
人
と
し
た
啓
蒙
雑
志

で
、｢

文
学
革
命
」
を
呼
び
か
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。｢

故
郷｣

は
そ
の
後
、
魯
迅
の
第

一
作
品
集
『
吶
喊
』
に
も
収
め
ら
れ
た
（
８
）。

　

｢
故
郷
」
は
、日
本
で
も
早
く
か
ら
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
李
艷
「
日
本
に
お
け
る
「
故

郷
」
翻
訳
史
」
に
よ
れ
ば
、
最
新
の
翻
訳
総
合
目
録
で
あ
る
『
世
界
文
学
総
合
目
録
』

第
一
〇
巻
に
は
、「
故
郷
」
を
収
録
す
る
出
版
物
は
四
三
点
あ
る
ら
し
い
が
、
李
艷
の

調
査
で
は
、「
大
人
向
け
完
訳
」「
子
供
向
け
完
訳
」「
子
供
向
け
抄
訳
」「
子
供
向
け
翻

案
」
を
合
計
す
る
と
、実
に
六
二
点
に
上
る
よ
う
で
あ
る
（
９
）。
し
か
し
筆
者
の
判
断
で
、

子
供
向
け
の
も
の
、
重
版
、
出
版
社
の
変
更
、
文
庫
化
等
を
除
外
す
る
と
、
重
要
な
翻

訳
は
次
下
の
も
の
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
、
李
艷
論
文
の
通
し
番
号
を
付
し
た
。

① 

訳
者
不
明
「
大
調
和
」
第
一
巻
第
七
号
（
春
秋
社
、
一
九
二
七
年
一
〇
月
）
李
艷

①
② 

佐
藤
春
夫
訳
「
中
央
公
論
」
第
四
七
巻
第
一
号
（
中
央
公
論
社
、一
九
三
二
年
一
月
）、

李
艷
②

③ 

井
上
紅
梅
訳
『
魯
迅
全
集
』（
改
造
社
、
一
九
三
二
年
）、
李
艷
③

④ 

竹
内
好
訳
（
旧
訳
）『
魯
迅
作
品
集
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
五
三
年
）、　

李
艷
⑧

⑤ 

田
中
清
一
郎
訳
『
魯
迅
選
集
・
創
作
集
１
』（
青
木
文
庫
、
一
九
五
三
年
）、
李
艷

⑩　
⑥ 

増
田
渉
訳
『
世
界
名
作
全
集
』
第
三
三
巻
（
平
凡
社
、
一
九
六
〇
年
）、　

李
艷
⑰

⑦ 

佐
藤
一
郎
訳
『
世
界
短
編
文
学
全
集
』
第
一
五
巻
（
集
英
社
、
一
九
六
三
年
）、
李

艷
㉑

⑧ 

高
橋
和
巳
訳
『
世
界
の
文
学
』
第
四
七
巻
（
中
央
公
論
社
、
一
九
六
七
年
）、
李
艷

㉙　
⑨ 

松
枝
茂
夫
訳
『
阿
Ｑ
正
伝
・
狂
人
日
記 

他
六
編
』（
旺
文
社
文
庫
、
一
九
七
〇
）、

李
艷
33

⑩ 

駒
田
信
二
訳
『
世
界
文
学
全
集
』
第
三
三
巻
（
集
英
社
、
一
九
七
四
年
）、　

李
艷

38　
⑪ 

丸
山
昇
訳
『
阿
Ｑ
正
伝
』（
新
日
本
文
庫
、
一
九
七
五
年
）、
李
艷
42

⑫ 

竹
内
好
訳
（
新
訳
）『
魯
迅
文
集
』
第
一
巻
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
六
年
）、
李
艷

44

⑬ 

藤
井
省
三
訳
『
故
郷
・
阿
Ｑ
正
伝
』（
光
文
社
古
典
新
訳
文
庫
、
二
〇
〇
九
年
）、

李
艷
62

こ
の
う
ち
、
④
と
⑫
は
何
れ
も
竹
内
好
の
訳
に
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
通
称
に
従
い
④

を
旧
訳
と
し
、
⑫
を
新
訳
と
し
た
。

四
、
教
科
書
教
材
の
出
典

　

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
魯
迅｢

故
郷
」
は
、
一
九
五
三
年
に
教
育
出
版
の
教
科
書

『
中
学
国
語（
総
合
）三
の
下
』に
掲
載
さ
れ
て
以
来
、六
五
年
以
上
も
の
長
き
に
亘
っ
て
、

日
本
の
中
学
校
の
国
語
教
科
書
に
採
録
さ
れ
続
け
て
き
た
。
吉
原
英
夫
「
中
学
校
国
語

教
科
書
に
お
け
る
魯
迅
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
間
、
三
省
堂
の
一
九
七
四
年
版
教
科
書
の

み
那
須
田
稔
訳
を
使
用
し
た
が
、
そ
れ
以
外
は
竹
内
好
の
旧
訳
か
新
訳
に
よ
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
（
10
）。
那
須
田
稔
訳
は
『
名
作
に
ま
な
ぶ
私
た
ち
の
生
き
方
』
第
三
巻
の

本
文
で
あ
る
（
11
）。
李
艷
は
、
那
須
田
訳
は
三
省
堂
の
一
九
七
四
年
版
教
科
書
だ
け
で

は
な
く
、七
六
年
版
ま
で
の
三
ヶ
年
に
亘
っ
て
採
用
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
12
）。

　

ち
な
み
に
、
現
行
の
中
学
校
国
語
教
科
書
に
採
録
さ
れ
る
「
故
郷
」
は
、
す
べ
て
前

節
に
掲
げ
た
⑫
の
竹
内
好
訳
（
新
訳
）『
魯
迅
全
集
』
第
一
巻
に
よ
っ
て
い
る
。

五
、
翻
訳
の
比
較
対
照

　

右
の
如
く
、
従
来
の
中
学
校
国
語
教
科
書
に
採
録
さ
れ
た｢

故
郷
」
は
、
極
く
一
部

の
例
外
を
除
け
ば
、
な
ぜ
か
悉
く
竹
内
好
の
④
旧
訳
か
⑫
新
訳
に
よ
っ
て
い
る
。
④
以

前
に
、
①
か
ら
③
の
翻
訳
が
公
表
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
次
に
魯
迅｢

故
郷
」
の
翻
訳
①
か
ら
④
の
四
点
と
、
こ
れ
に
⑫
を
加
え
た

五
点
に
つ
い
て
比
較
対
照
を
行
っ
て
み
た
い
。
た
だ
し
、
⑫
は
教
科
書
の
本
文
（
今
回

は
教
育
出
版
）
と
し
た
。
ま
た
、
比
較
対
照
は
便
宜
的
に
、「
船
上
か
ら
の
故
郷
」「
翌

朝
の
我
が
家
」「
思
い
出
の
中
の
閠
土
の
セ
リ
フ
」「
楊
お
ば
さ
ん
と
の
再
会
」「
閠
土

と
の
再
会
」「
離
郷
す
る
船
中
」
の
六
場
面
と
し
た
。
注
目
す
る
観
点
も
ま
た
、「
人
物

呼
称
」「
助
詞
の
「
に
」
と
「
へ
」」「
擬
声
語
」「
特
徴
的
な
表
現
」
の
四
項
目
に
限
定

し
た
。
そ
れ
ら
は
、
本
文
に
付
し
た
右
傍
線
の
種
類
、
す
な
わ
ち
「
人
物
呼
称
」
単
線
、
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二
五

「
助
詞
の
「
に
」
と
「
へ
」」
二
重
線
、「
擬
声
語
」
破
線
、「
特
徴
的
な
表
現
」
波
線
に

よ
り
区
別
し
た
。

　

以
下
、
発
表
順
に
、
①
訳
者
不
明
、
②
佐
藤
春
夫
訳
、
③
井
上
紅
梅
訳
、
④
竹
内
好

訳
（
旧
訳
）、
⑫
竹
内
好
訳
（
新
訳
）
の
本
文
を
掲
げ
た
。
仮
名
遣
い
は
元
の
ま
ま
と

し
た
が
、漢
字
の
字
体
や
促
音
表
記
な
ど
は
現
行
に
改
め
、ル
ビ
は
省
略
に
し
た
が
っ
た
。

①
訳
者
不
明

　
〔
船
上
か
ら
の
故
郷
〕

自
分
は
ひ
ど
い
寒
さ
を
冒
し
て
、
二
千
余
里
も
隔
っ
た
、
二
十
何
年
も
別
れ
っ
き

り
の
故
郷
に
回
る
と
こ
ろ
だ
。
気
候
は
も
う
す
っ
か
り
冬
だ
。
そ
れ
に
、
漸
う
故

郷
に
近
づ
い
た
こ
ろ
、
天
気
が
暗
く
く
も
っ
て
、
冷
い
風
が
船
艙
に
入
っ
て
来
て
、

う
、
う
と
鳴
る
。
蓬
苫
の
隙
間
か
ら
外
を
の
ぞ
く
と
、
黄
色
く
黒
ず
ん
だ
天
が
低

く
た
れ
て
、
遠
近
に
は
、
も
の
さ
び
し
い
荒
れ
果
て
た
村
落
が
幾
つ
か
横
は
っ
て

ゐ
る
。
活
気
と
い
ふ
も
の
が
一
つ
も
な
い
。
自
分
は
心
に
悲
凉
な
感
じ
が
起
っ
て

来
る
の
を
と
め
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
あ
ゝ
、
こ
れ
が
、
あ
の
二
十
年
の
間

に
時
々
自
分
の
記
憶
に
浮
ん
で
来
た
故
郷
な
の
か
。

　
〔
翌
朝
の
我
が
家
〕

二
日
目
の
朝
早
く
、
自
分
は
自
分
の
家
の
門
口
に
つ
い
た
。
瓦
屋
根
の
棟
の
上
に

は
枯
草
の
折
れ
た
茎
が
沢
山
、
風
に
あ
た
っ
て
揺
れ
動
い
て
ゐ
る
。
そ
れ
が
丁
度

此
の
旧
家
が
何
う
し
て
も
主
人
を
易
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
原
因
を
説
明
し
て
ゐ

る
や
う
だ
。
本
家
の
幾
棟
か
の
母
家
は
も
う
す
っ
か
り
引
越
し
が
済
ん
で
ゐ
る
、

だ
か
ら
甚
く
ひ
っ
そ
り
し
て
ゐ
る
。
自
分
の
母
屋
の
外
に
行
く
と
、
母
が
も
う
迎

へ
に
出
て
来
て
そ
こ
へ
飛
び
出
し
て
来
た
八
つ
に
な
る
甥
の
宏
児
の
相
手
に
な
っ

て
待
っ
て
ゐ
る
。

　
〔
思
い
出
の
中
の
閠
土
の
セ
リ
フ
〕

「
さ
う
ぢ
ゃ
な
い
よ
。
通
り
す
が
り
の
人
が
口
が
か
は
い
た
か
ら
っ
て
一
つ
摘
む

な
ん
て
の
は
、
お
い
ら
の
方
ぢ
ゃ
別
に
盗
坊
の
う
ち
に
い
れ
ち
ゃ
ゐ
な
い
ん
だ
。

猪
だ
と
か
、
刺
蝟
だ
と
か
、
猪
だ
と
か
い
ふ
や
つ
の
番
を
す
る
ん
だ
。
月
が
よ

く
照
っ
て
ゐ
る
だ
ら
う
、
耳
を
立
て
ゝ
き
く
と
、
ら
、
ら
と
い
ふ
音
が
す
る
、
そ

れ
は

が
西
瓜
を
く
っ
て
ゐ
る
音
な
ん
だ
、
傍
へ
行
っ
て
胡
叉
を
ふ
り
ま
は
す
と
、

す
ば
し
っ
こ
く
さ
っ
さ
と
逃
げ
て
行
く
…
…
」

　
〔
楊
お
ば
さ
ん
と
の
再
会
〕

自
分
は
び
っ
く
り
し
た
、「
お
分
か
り
ぢ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。
あ
な
た
を
抱
い
て

あ
げ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
っ
け
」。
自
分
は
ま
す
ま
す
び
っ
く
り
し
た
。
折
り

よ
く
母
が
や
っ
て
来
て
、
傍
か
ら
か
う
口
を
添
へ
て
く
れ
た
。「
永
い
こ
と
他
所

へ
出
て
ゐ
ま
し
た
か
ら
、
何
も
か
も
す
っ
か
り
忘
れ
て
ゐ
ん
で
す
よ
。
お
前
、
そ

ら
覚
え
て
ゐ
る
か
い
」、
自
分
の
方
に
向
い
て
か
う
い
ふ
、「
こ
れ
は
筋
向
ひ
の
楊

二
艘
さ
ん
だ
よ
、
…
…
豆
腐
屋
を
や
っ
て
お
ゐ
で
の
」。
あ
、
わ
か
っ
た
。
自
分

が
子
供
の
時
に
、
筋
向
ひ
の
豆
腐
屋
の
店
に
一
日
座
っ
て
ゐ
る
女
に
楊
二
艘
と
い

ふ
の
が
ゐ
た
。
皆
が
綽
名
を
つ
け
て
「
豆
腐
屋
西
施
」（
日
本
な
ら
豆
腐
屋
小
／

町
と
で
も
い
ふ
か
）
と
い
っ
た
も
の
だ
。（
中
略
）「
お
忘
れ
で
す
っ
て
？　

ま
あ
、

お
偉
い
方
は
ね
え
…
…
」「
決
し
て
そ
ん
な
わ
け
ぢ
ゃ
…
…
私
…
…
」
自
分
は
あ

は
て
ゝ
立
ち
上
っ
て
言
訳
を
す
る
。「
あ
ん
な
こ
と
を
、
わ
た
し
お
話
が
あ
る
ん

で
す
が
ね
え
。
迅
さ
ん
、
あ
な
た
も
う
す
っ
か
り
成
金
で
せ
う
、（
以
下
略
）」

　
〔
閠
土
と
の
再
会
〕

「
あ
！　

閠
土
さ
ん
、
―
来
た
ね
？
…
…
」（
中
略
）
閠
土
は
立
ち
止
っ
た
、
顔
に

は
嬉
し
い
や
う
な
淋
し
い
や
う
な
気
も
ち
を
み
せ
て
ゐ
る
。
何
や
ら
唇
を
動
か
し

た
が
、
別
に
言
葉
も
出
て
来
な
い
。
閠
土
の
か
う
い
ふ
様
子
は
恭
敬
の
気
持
か
ら

出
て
ゐ
る
も
の
ら
し
い
、か
う
い
っ
た
の
だ
け
は
は
っ
き
り
わ
か
る
。「
旦
那
様
！

　

…
…
」（
中
略
）「
ま
あ
、
お
前
何
だ
っ
て
急
に
さ
う
他
人
行
儀
に
改
ま
る
ん
だ

ね
、
お
前
が
た
は
兄
弟
同
士
の
や
う
に
呼
ん
で
ゐ
た
ん
ぢ
ゃ
な
い
か
。
昔
に
帰
っ

て
迅
さ
ん
と
い
っ
た
ら
何
う
だ
ね
」。
母
は
機
嫌
よ
く
か
う
い
ふ
。

　
〔
離
郷
す
る
船
中
〕

彼
等
に
は
彼
等
に
ふ
さ
は
し
い
新
し
い
生
活
が
あ
る
筈
だ
、
お
れ
た
ち
が
未
だ
生

活
し
た
こ
と
の
な
い
生
活
が
あ
る
筈
だ
。（
中
略
）
自
分
は
か
う
思
ふ
、
希
望
は

本
来
所
謂
有
を
無
に
し
、
所
謂
無
を
無
（
有マ

マ？
）
に
す
る
も
の
だ
。
そ
れ
は
丁
度

地
上
の
路
に
似
て
ゐ
る
。
そ
の
実
地
上
に
は
本
来
路
な
ど
は
な
い
、
走
り
通
る
人

が
多
く
な
る
と
、
そ
こ
に
路
を
こ
し
ら
へ
て
し
ま
ふ
の
だ
。

②
佐
藤
春
夫
訳

　
〔
船
上
か
ら
の
故
郷
〕

私
は
き
び
し
い
寒
さ
を
物
と
も
せ
ず
、
二
千
里
の
遠
方
か
ら
、
二
十
余
年
ぶ
り
で
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二
六

故
郷
へ
帰
っ
て
き
た
。
冬
も
真
最
中
と
な
っ
た
頃
、
や
っ
と
の
こ
と
で
故
郷
へ
近

づ
い
た
折
か
ら
、
天
気
は
陰
気
に
う
す
曇
り
、
冷
た
い
風
は
船
室
の
中
ま
で
吹
き

込
ん
で
来
て
、
ぴ
ゅ
う
〳
〵
と
音
を
立
て
て
ゐ
る
。
船
窓
か
ら
外
を
覗
い
て
見
る

と
、
ど
ん
よ
り
と
し
た
空
の
下
に
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
横
は
っ
て
ゐ
る
の
は
み
じ

め
な
見
す
ぼ
ら
し
い
村
で
あ
っ
た
。
活
気
な
ん
て
も
の
は
て
ん
で
あ
っ
た
も
の
で

は
な
い
。
自
分
の
心
に
は
壓
へ
切
れ
な
い
う
ら
悲
し
さ
が
こ
み
上
げ
て
来
た
。
あ

あ
、
二
十
年
こ
の
か
た
忘
れ
る
日
と
て
も
な
か
っ
た
故
郷
は
こ
ん
な
も
の
で
は
な

か
っ
た
。

　
〔
翌
朝
の
我
が
家
〕

次
の
日
の
朝
、
私
は
自
分
の
屋
敷
の
戸
口
に
来
た
。
瓦
の
角
に
は
多
く
の
枯
草
の

断
茎
が
風
に
吹
き
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
生
え
て
、
さ
な
が
ら
に
こ
の
古
家
が
持
主
を

代
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
原
因
を
説
き
明
し
顔
で
あ
っ
た
。
幾
棟
か
の
母
屋
は
も

う
荒
方
の
運
び
出
し
が
す
ん
で
し
ま
っ
た
ら
し
く
、
大
へ
ん
ひ
っ
そ
り
と
し
て
ゐ

た
。
私
は
自
分
の
住
ひ
の
棟
へ
近
づ
い
た
が
、
母
は
早
く
も
私
を
待
ち
受
け
て
出

て
来
た
。
そ
れ
に
つ
づ
い
て
飛
び
出
し
て
来
た
の
は
八
つ
に
な
る
姪
の
宏
児
で

あ
っ
た
。

　
〔
思
い
出
の
中
の
閠
土
の
セ
リ
フ
〕

「
う
ん
に
ゃ
、
旅
の
人
が
水
気
が
欲
し
く
な
っ
て
瓜
を
一
つ
取
っ
て
食
ふ
な
ん
て

の
は
、
お
ら
が
の
方
ぢ
ゃ
泥
棒
の
う
ち
へ
は
算
へ
ね
え
や
。
番
を
し
な
け
ゃ
な
ら

ぬ
の
は
海
狸
さ
。
月
の
明
る
い
時
に
、
ガ
リ
〳
〵
ガ
リ
〳
〵
い
ふ
音
が
耳
に
入
っ

た
ら
、
そ
い
つ
ぁ
海
狸
の
奴
が
西
瓜
を
囓
っ
て
ゐ
る
の
さ
。
だ
か
ら
す
ぐ
に
刺
叉

を
か
ま
へ
て
忍
び
足
で
進
み
寄
っ
て
さ
、
…
…
」

　
〔
楊
お
ば
さ
ん
と
の
再
会
〕

私
は
愕
い
て
し
ま
っ
た
。「
わ
し
を
見
覚
え
て
ゐ
る
か
ね
？　

も
と
は
わ
し
が
お

前
さ
ん
を
抱
い
て
や
っ
た
も
の
だ
ぜ
。」
私
は
益
々
愕
い
た
も
の
だ
。
運
よ
く
も

母
が
来
て
く
れ
て
、
そ
ば
か
ら
あ
し
ら
っ
て
く
れ
た
。｢

こ
れ
は
永
い
こ
と
他
所

へ
出
て
ゐ
た
の
で
、
何
も
か
も
み
な
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
よ
。
お
前
お
ぼ
え

て
は
ゐ
な
い
だ
ら
う
ね
」
と
私
に
言
ふ
の
で
あ
っ
た
「
そ
ら
こ
れ
が
す
じ
向
ひ
の

楊
小
母
さ
ん
だ
よ
。
…
…
お
豆
腐
屋
の
店
を
し
て
ゐ
た
。」　

や
、
私
は
思
ひ
出
し

た
。
ほ
ん
の
幼
い
こ
ろ
、
表
の
す
じ
向
ひ
の
豆
腐
屋
の
店
に
一
日
中
座
っ
て
ゐ
た

楊
小
母
さ
ん
と
い
ふ
人
が
確
か
に
あ
っ
た
。
人
々
は
こ
の
人
の
こ
と
を
「
豆
腐
西

施
」
―
豆
腐
屋
小
町
と
呼
ん
で
ゐ
た
も
の
で
あ
っ
た
。（
中
略
）「
忘
れ
た
っ
て
、

全
く
御
身
分
の
高
い
お
方
は
目
が
肥
え
て
ゐ
ら
っ
し
ゃ
る
か
ら
ね
…
…
」「
何
そ

ん
な
わ
け
ぢ
ゃ
な
い
よ
…
…
、
私
は
…
…
」
と
私
は
恐
れ
を
な
し
て
、
立
っ
た
ま

ま
で
云
っ
て
ゐ
た
。「
何
を
ど
う
し
た
と
言
ふ
の
で
す
。
迅
ち
ゃ
ん
、
お
前
さ
ん

大
へ
ん
儲
け
た
っ
て
ね
。（
以
下
略
）」

　
〔
閠
土
と
の
再
会
〕

「
や
、
閠
土
ち
ゃ
ん
か
。
―
よ
く
来
た
な
…
…
」（
中
略
）
彼
は
立
っ
た
ま
ま
で
ゐ

た
。
顔
に
は
歓
ば
し
さ
に
雑
っ
て
打
解
け
な
い
表
情
が
あ
っ
た
。
唇
を
動
か
し
て

は
ゐ
た
が
声
は
し
な
か
っ
た
。
彼
の
態
度
は
堅
固
し
い
も
の
に
な
なマ

マ

っ
て
、
は
っ

き
り
と
叫
ん
で
言
ふ
に
は
、｢

旦
那
さ
ま
」（
中
略
）「
こ
れ
お
前
さ
ん
何
で
そ
ん

な
他
人
行
儀
な
こ
と
を
。
お
前
た
ち
は
以
前
に
は
兄
弟
と
し
て
話
し
合
っ
て
ゐ
た

で
は
な
い
か
。「
迅
ち
ゃ
ん
」
と
昔
の
と
ほ
り
に
呼
べ
ば
い
い
で
は
な
い
の
。」
母

は
愛
想
よ
く
か
う
言
っ
た
。

　
〔
離
郷
す
る
船
中
〕

彼
等
は
私
た
ち
が
ま
だ
見
も
知
ら
な
い
や
う
な
新
し
い
生
活
を
す
れ
ば
い
い
の
に

と
思
ふ
の
で
あ
る
。（
中
略
）
私
は
考
へ
る
に
、
希
望
と
い
ふ
も
の
は
一
体
あ
る

も
の
な
の
か
無
い
も
の
な
の
か
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
地
上
の
路
の
や
う
な
も
の
で

あ
る
。
本
当
を
言
へ
ば
地
上
に
は
も
と
も
と
路
は
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
行
き
交

ふ
人
が
多
く
な
れ
ば
路
は
そ
の
時
出
来
て
来
る
の
で
あ
る
。

③
井
上
紅
梅
訳

　
〔
船
上
か
ら
の
故
郷
〕

わ
た
し
は
厳
寒
を
冒
し
て
、
二
千
余
里
を
隔
て
二
十
余
年
も
別
れ
て
ゐ
た
故
郷
に

帰
っ
て
来
た
。
時
は
も
う
冬
の
最
中
で
故
郷
に
近
づ
く
に
従
っ
て
天
気
は
小
闇
く

な
り
、
身
を
切
る
や
う
な
風
が
船
室
に
吹
き
込
ん
で
び
ゅ
う
び
ゅ
う
と
鳴
る
。
苫

の
隙
間
か
ら
外
を
見
る
と
、
蒼
黄
い
ろ
い
空
の
下
に
し
め
や
か
な
荒
村
が
あ
ち
こ

ち
に
横
た
は
っ
て
い
さ
ゝ
か
の
活
気
も
な
い
。
わ
た
し
は
う
ら
悲
し
き
心
の
動
き

が
抑
へ
切
れ
な
く
な
っ
た
。
お
ゝ
！
こ
れ
こ
そ
二
十
年
来
と
き
〴
〵
思
ひ
出
す
我

が
故
郷
で
は
な
い
か
。

　
〔
翌
朝
の
我
が
家
〕
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二
七

わ
た
し
は
二
日
目
の
朝
早
く
我
が
家
の
門
口
に
着
い
た
。
屋
根
瓦
の
う
へ
に
茎
ば

か
り
の
枯
草
が
風
に
向
っ
て
顫
へ
て
ゐ
る
の
は
、
丁
度
こ
の
老
屋
が
主
を
更
へ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
原
因
を
説
明
す
る
や
う
で
あ
る
。
同
じ
屋
敷
内
に
住
む
本
家
の

家
族
は
大
概
も
う
移
転
し
た
あ
と
で
、
あ
た
り
は
ひ
っ
そ
り
し
て
ゐ
た
。
わ
た
し

が
部
屋
の
外
側
ま
で
来
た
時
、
母
は
迎
へ
に
出
て
来
た
。
八
歳
に
な
る
甥
の
宏
児

も
飛
出
し
て
来
た
。

　
〔
思
い
出
の
中
の
閠
土
の
セ
リ
フ
〕

「
い
ゝ
え
、
旅
の
人
が
喉
が
渇
い
て
一
つ
位
取
っ
て
食
べ
て
も
、
家
の
方
で
は
泥

棒
の
数
に
入
れ
ま
せ
ん
。
見
張
が
要
る
の
は

猪
、
山
あ
ら
し
、
土
龍
の
類
で
す
。

月
明
り
の
下
で
ぢ
っ
と
耳
を
澄
ま
し
て
ゐ
る
と
ラ
ゝ
と
響
い
て
来
ま
す
。
土
龍
が

瓜
を
噛
ん
で
る
ん
で
す
よ
。
其
時
貴
郎
は
叉
棒
を
攫
ん
で
そ
っ
と
行
っ
て
ご
覧
な

さ
い
」

　
〔
楊
お
ば
さ
ん
と
の
再
会
〕

わ
た
し
は
ぎ
ょ
っ
と
し
た
。「
解
ら
な
い
か
ね
、
わ
た
し
は
お
前
を
抱
い
て
や
っ

た
こ
と
が
幾
度
も
あ
る
よ
」
私
は
い
よ
〳
〵
驚
い
た
が
、
い
い
塩
梅
に
す
ぐ
あ
と

か
ら
母
が
入
っ
て
来
て
側
か
ら
「
此
人
は
永
い
間
外
に
出
て
ゐ
た
か
ら
、
み
ん
な

忘
れ
て
仕
舞
っ
た
ん
で
す
。
お
前
、
覚
え
て
お
い
で
だ
ら
う
ね
」
と
わ
た
し
の
方

へ
向
っ
て
「
こ
れ
は
す
じ
向
う
の
楊
二
艘
だ
よ
。
そ
ら
豆
腐
屋
さ
ん
の
」
お
ゝ
さ

う
言
は
れ
る
と
想
い
出
し
た
。
わ
た
し
の
子
供
の
時
分
、
す
じ
向
う
の
豆
腐
屋
の

奥
に
一
日
座
り
込
ん
で
ゐ
た
の
が
慥マ

マ

か
楊
二
艘
と
か
言
っ
た
。
彼
女
は
近
所
で
評

判
の｢

豆
腐
西
施
」
で
（
中
略
）「
忘
れ
た
の
？　

出
世
す
る
と
眼
の
位
ま
で
高

く
な
る
と
い
ふ
が
、
本
当
だ
ね
」「
い
え
、
決
し
て
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

わ
た
し
…
…
」
わ
た
し
は
慌
て
て
立
上
が
っ
た
。「
そ
ん
な
ら
迅
ち
ゃ
ん
、
お
前

さ
ん
に
言
ふ
が
ね
。
お
前
は
お
金
持
に
な
っ
た
ん
だ
か
ら
、（
以
下
略
）」

　
〔
閠
土
と
の
再
会
〕

「
あ
、
閠
土
さ
ん
、
よ
く
来
て
呉
れ
た
」（
中
略
）
彼
は
の
そ
り
と
立
っ
て
ゐ
た
。

顔
の
上
に
は
喜
び
と
寂
し
さ
を
現
は
し
、
唇
は
動
か
し
て
ゐ
る
が
声
が
出
な
い
。

彼
の
態
度
は
結
局
敬
ひ
奉
る
の
で
あ
っ
た
。「
旦
那
さ
ま
」と
一
つ
ハ
ッ
キ
リ
言
っ

た
。（
中
略
）「
ま
あ
お
前
は
な
ぜ
そ
ん
な
に
遠
慮
深
く
し
て
ゐ
る
の
、
先
に
は
丸

で
兄
弟
の
や
う
に
し
て
ゐ
た
ぢ
ゃ
な
い
か
。
や
っ
ぱ
り
昔
の
や
う
に
迅
ち
ゃ
ん
と

お
言
ひ
よ
」
母
は
い
い
機
嫌
で
あ
っ
た
。

　
〔
離
郷
す
る
船
中
〕

彼
等
は
わ
た
し
ど
も
の
未
だ
経
験
せ
ざ
る
新
し
き
生
活
を
し
て
こ
そ
然
る
可
き

だ
。（
中
略
）
希
望
は
本
来
有
と
い
ふ
も
の
で
も
な
く
、無
と
い
ふ
も
の
で
も
な
い
。

こ
れ
こ
そ
地
上
の
道
の
や
う
に
、
初
め
か
ら
道
が
あ
る
の
で
は
な
い
が
、
歩
く
人

が
多
く
な
る
と
初
め
て
道
が
出
来
る
。

④
竹
内
好
（
旧
訳
）

　
〔
船
上
か
ら
の
故
郷
〕

き
び
し
い
寒
さ
の
な
か
を
、
二
千
里
の
は
て
か
ら
、
別
れ
て
二
十
年
あ
ま
り
に
な

る
故
郷
へ
、
私
は
帰
っ
て
い
っ
た
。
も
う
真
冬
の
候
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
、
故
郷

へ
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
空
模
様
は
あ
や
し
く
な
り
、
冷
い
風
が
ひ
ゅ
う
ひ
ゅ
う
音

を
立
て
て
、
船
の
な
か
へ
ま
で
吹
き
こ
ん
で
き
た
。
篷
の
隙
間
か
ら
外
を
う
か
が

う
と
、
ど
ん
よ
り
し
た
空
の
下
に
、
わ
び
し
い
村
々
が
、
い
さ
さ
か
の
活
気
も
な

く
、
あ
ち
こ
ち
に
横
た
わ
っ
て
い
た
。
心
中
お
ぼ
え
ず
寂
寥
の
感
が
こ
み
あ
げ
て

く
る
の
で
あ
っ
た
。
あ
あ
、
こ
れ
が
二
十
年
来
、
片
時
も
忘
れ
る
こ
と
の
な
か
っ

た
故
郷
で
あ
ろ
う
か
。

　
〔
翌
朝
の
我
が
家
〕

次
の
日
の
朝
早
く
、
私
は
、
我
が
家
の
門
に
立
っ
た
。
屋
根
瓦
に
は
、
一
面
に
枯

草
の
や
れ
茎
が
、
折
か
ら
の
風
に
な
び
い
て
、
こ
の
古
い
家
が
持
主
を
変
え
る
の

や
む
な
き
に
い
た
っ
た
原
因
を
説
き
あ
か
し
顔
で
あ
る
。
い
っ
し
ょ
に
住
ん
で
い

た
親
戚
た
ち
は
、
も
う
引
越
し
て
し
ま
っ
た
後
ら
し
く
、
ひ
っ
そ
り
閑
と
し
て
い

る
。
私
が
自
分
の
住
む
一
角
の
入
口
へ
来
か
か
っ
た
と
き
に
は
、
母
は
も
う
、
迎

え
に
出
て
い
た
。
つ
づ
い
て
、
八
歳
に
な
る
甥
の
宏
児
も
飛
び
出
し
て
き
た
。

　
〔
思
い
出
の
中
の
閠
土
の
セ
リ
フ
〕

「
そ
う
じ
ゃ
な
い
。
通
り
が
か
り
の
人
が
、
喉
が
か
わ
い
て
、
西
瓜
を
食
っ
た
っ
て
、

そ
ん
な
の
は
、
お
い
ら
の
方
じ
ゃ
、
泥
棒
な
ん
て
思
い
や
し
な
い
。
番
を
す
る
の

は
、
穴
熊
や
、
は
り
ね
ず
み
や
、

さ
。
月
の
晩
に
、
い
い
か
い
、
か
さ
、
か
さ
っ

て
、
音
が
し
た
ら
、

が
西
瓜
を
食
っ
て
い
る
ん
だ
。
そ
う
し
た
ら
刺
叉
を
小
脇

に
か
か
え
て
、
忍
び
足
に
近
よ
っ
て
…
…
」

　
〔
楊
お
ば
さ
ん
と
の
再
会
〕
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八

私
は
愕
然
と
な
っ
た
。「
忘
れ
た
か
ね
？　

よ
く
抱
っ
こ
し
て
あ
げ
た
も
の
だ
が
」

ま
す
ま
す
私
は
愕
然
と
な
っ
た
。
さ
い
わ
い
、
母
も
あ
ら
わ
れ
て
、
そ
ば
か
ら
、

｢

な
が
い
こ
と
家
に
い
な
か
っ
た
か
ら
、
す
っ
か
り
見
忘
れ
た
ろ
う
よ
。
お
ま
え
、

お
ぼ
え
て
い
る
だ
ろ
う
」
と
私
に
向
っ
て
「
筋
向
い
の
楊
お
ば
さ
ん
…
…
豆
腐
屋

の
」
そ
う
そ
う
、
思
い
だ
し
た
。
そ
う
い
え
ば
、
ま
だ
子
供
の
こ
ろ
、
筋
向
い
の

豆
腐
屋
の
店
に
は
、
一
日
じ
ゅ
う
、
い
つ
も
楊
小
母
さ
ん
と
い
う
人
が
座
っ
て
い

て
、
人
々
か
ら｢

豆
腐
屋
小
町
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
っ
け
。（
中
略
）「
忘
れ
た
の

か
い
？　

ま
っ
た
く
、
身
分
の
あ
る
方
は
目
が
お
高
い
か
ら
ね
…
…
」「
そ
ん
な

訳
じ
ゃ
な
い
よ
…
…
僕
は
…
…
」
ど
ぎ
ま
ぎ
し
て
、立
ち
あ
が
っ
て
い
っ
た
。「
そ

れ
な
ら
ね
、
お
き
き
な
さ
い
よ
。
迅
ち
ゃ
ん
。
あ
ん
た
、
金
持
ち
に
な
っ
た
ん
で

し
ょ
。（
以
下
略
）」

　
〔
閠
土
と
の
再
会
〕

「
あ
あ
、閠
ち
ゃ
ん
―
よ
く
来
た
ね
…
…
。」（
中
略
）
彼
は
立
ち
ど
ま
っ
た
。
顔
に
、

喜
び
と
、
寂
し
さ
の
表
情
が
あ
ら
わ
れ
た
。
唇
を
動
か
し
た
が
、
声
に
は
な
ら
な

か
っ
た
。
つ
い
に
、彼
の
態
度
は
、仰
々
し
い
も
の
に
変
わ
っ
た
。
そ
し
て
、は
っ

き
り
と
、
こ
う
挨
拶
し
た
。「
旦
那
様
…
…
」（
中
略
）「
ま
あ
、
何
だ
っ
て
そ
ん

な
、
よ
そ
い
き
の
言
葉
を
使
う
ん
だ
ね
。
お
ま
え
た
ち
、
む
か
し
は
兄
弟
口
を
き

き
あ
っ
た
も
の
じ
ゃ
な
い
か
。
む
か
し
の
通
り
、
迅
ち
ゃ
ん
、
っ
て
い
っ
て
お
や

り
よ
」
母
は
、
う
き
う
き
し
て
い
っ
た
。

　
〔
離
郷
す
る
船
中
〕

彼
ら
は
、
新
し
い
生
活
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
た
ち
の
か
つ
て
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
新
し
い
生
活
を
。（
中
略
）
思
う
に
、
希
望
と
は
、
も
と
も
と
あ

る
も
の
だ
と
も
い
え
ぬ
し
、
な
い
も
の
だ
と
も
い
え
な
い
。
そ
れ
は
地
上
の
道
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
地
上
に
は
、
道
は
な
い
。
歩
く
人
が
多
く
な
れ

ば
、
そ
れ
が
道
に
な
る
の
だ
。

⑫
竹
内
好
訳
（
新
訳
）
※
教
育
出
版
の
教
科
書

　
〔
船
上
か
ら
の
故
郷
〕

厳
し
い
寒
さ
の
中
を
、
二
千
里
の
果
て
か
ら
、
別
れ
て
二
十
年
に
も
な
る
故
郷
へ
、

私
は
帰
っ
た
。
も
う
真
冬
の
候
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
え
故
郷
へ
近
づ
く
に
つ
れ
て
、

空
模
様
は
怪
し
く
な
り
、
冷
た
い
風
が
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
音
を
立
て
て
、
船
の
中
ま

で
吹
き
込
ん
で
き
た
。
苫
の
隙
間
か
ら
外
を
う
か
が
う
と
、
鉛
色
の
空
の
下
、
わ

び
し
い
村
々
が
、
い
さ
さ
か
の
活
気
も
な
く
、
あ
ち
こ
ち
に
横
た
わ
っ
て
い
た
。

覚
え
ず
寂
寥
の
感
が
胸
に
込
み
上
げ
た
。
あ
あ
、
こ
れ
が
二
十
年
来
、
片
時
も
忘

れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
故
郷
で
あ
ろ
う
か
。

　
〔
翌
朝
の
我
が
家
〕

明
く
る
日
の
朝
早
く
、
私
は
わ
が
家
の
表
門
に
立
っ
た
。
屋
根
に
は
一
面
に
枯
れ

草
の
や
れ
茎
が
、
お
り
か
ら
の
風
に
な
び
い
て
、
こ
の
古
い
家
が
持
ち
主
を
変
え

る
ほ
か
な
か
っ
た
理
由
を
説
き
明
か
し
顔
で
あ
る
。
一
緒
に
住
ん
で
い
た
親
戚
た

ち
は
、
も
う
引
っ
越
し
て
し
ま
っ
た
ら
し
く
、
ひ
っ
そ
り
閑
と
し
て
い
る
。
自
宅

の
庭
先
ま
で
来
て
み
る
と
、
母
は
も
う
迎
え
に
出
て
い
た
。
あ
と
か
ら
八
歳
に
な

る
甥
の
宏
児
も
と
び
出
し
た
。

　
〔
思
い
出
の
中
の
閠
土
の
セ
リ
フ
〕

「
そ
う
じ
ゃ
な
い
。
通
り
が
か
り
の
人
が
、喉
が
渇
い
て
西
瓜
を
取
っ
て
食
っ
た
っ

て
、
そ
ん
な
の
、
お
い
ら
と
こ
じ
ゃ
ど
ろ
ぼ
う
な
ん
て
思
や
し
な
い
。
番
す
る
の

は
、
あ
な
ぐ
ま
や
、
は
り
ね
ず
み
や
、

さ
。
月
の
あ
る
晩
に
、
い
い
か
い
、
ガ

リ
ガ
リ
っ
て
音
が
し
た
ら
、

が
西
瓜
を
か
じ
っ
て
る
ん
だ
。
そ
う
し
た
ら
手
に

刺
叉
を
持
っ
て
、
忍
び
寄
っ
て
…
…
。」

　
〔
楊
お
ば
さ
ん
と
の
再
会
〕

私
は
ド
キ
ン
と
し
た
。｢

忘
れ
た
か
ね
？　

よ
く
だ
っ
こ
し
て
あ
げ
た
も
の
だ
が
。」

ま
す
ま
す
ド
キ
ン
と
し
た
。
幸
い
、
母
が
現
れ
て
口
添
え
し
て
く
れ
た
。｢

長
い

こ
と
家
に
い
な
か
っ
た
か
ら
、
見
忘
れ
て
し
ま
っ
て
ね
。
お
ま
え
、
覚
え
て
い
る

だ
ろ
。」
と
私
に
向
か
っ
て
、「
ほ
ら
、筋
向
か
い
の
楊
お
ば
さ
ん
…
…
豆
腐
屋
の
。」

そ
う
そ
う
、
思
い
出
し
た
。
そ
う
い
え
ば
子
ど
も
の
頃
、
筋
向
か
い
の
豆
腐
屋

に
、
楊
お
ば
さ
ん
と
い
う
人
が
一
日
中
座
っ
て
い
て
、｢

豆
腐
屋
小
町｣

と
呼
ば

れ
て
い
た
っ
け
。（
中
略
）「
忘
れ
た
の
か
い
？　

な
に
し
ろ
身
分
の
あ
る
お
か
た

は
目
が
上
を
向
い
て
い
る
か
ら
ね
…
…
。」「
そ
ん
な
わ
け
じ
ゃ
な
い
よ
…
…
僕
は

…
…
。」
私
は
ど
ぎ
ま
ぎ
し
て
、
立
ち
上
が
っ
た
。「
そ
れ
な
ら
ね
、
お
聞
き
な
さ

い
よ
、
迅
ち
ゃ
ん
。
あ
ん
た
、
金
持
ち
に
な
っ
た
ん
で
し
ょ
。（
以
下
略
）」

　
〔
閠
土
と
の
再
会
〕

「
あ
あ
、閠
ち
ゃ
ん
―
よ
く
来
た
ね
…
…
。」（
中
略
）
彼
は
突
っ
立
っ
た
ま
ま
だ
っ
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た
。
喜
び
と
寂
し
さ
の
色
が
顔
に
現
れ
た
。
唇
が
動
い
た
が
、
声
に
は
な
ら
な

か
っ
た
。
最
後
に
、
恭
し
い
態
度
に
変
わ
っ
て
、
は
っ
き
り
こ
う
言
っ
た
。「
旦

那
様
！
…
…
。」（
中
略
）「
ま
あ
、
な
ん
だ
っ
て
そ
ん
な
、
他
人
行
儀
に
す
る
ん

だ
ね
。
お
ま
え
た
ち
、
昔
は
兄
弟
の
仲
じ
ゃ
な
い
か
。
昔
の
よ
う
に
、
迅
ち
ゃ
ん
、

で
い
い
ん
だ
よ
。」
と
母
は
、
う
れ
し
そ
う
に
言
っ
た
。

　
〔
離
郷
す
る
船
中
〕

希
望
を
い
え
ば
、
彼
ら
は
新
し
い
生
活
を
も
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
私
た
ち
の

経
験
し
な
か
っ
た
新
し
い
生
活
を
。（
中
略
）
思
う
に
希
望
と
は
、
も
と
も
と
あ

る
も
の
と
も
言
え
ぬ
し
、
な
い
も
の
と
も
言
え
な
い
。
そ
れ
は
地
上
の
道
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
地
上
に
は
道
は
な
い
。
歩
く
人
が
多
く
な
れ
ば
、
そ

れ
が
道
に
な
る
の
だ
。

　
　

以
上
を
比
較
・
対
照
し
て
み
る
と
、
次
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

（
１
）
人
物
呼
称

・
語
り
手
の
自
称
は
、
①
訳
者
不
明
本
だ
け
が
「
自
分
」
で
、
他
の
四
本
は
す
べ
て
「
私

（
わ
た
し
）」
で
あ
る
。

・
少
年
の
こ
ろ
の
閠
土
の
自
称
は
、
②
佐
藤
春
夫
訳
だ
け
が
「
お
ら
」
で
、
そ
の
他
は

ほ
ぼ
「
お
い
ら
」
で
あ
る
。
③
井
上
紅
梅
訳
は
当
該
部
分
に
な
い
が
、
他
の
箇
所
で
は

「
わ
た
し
」
で
あ
っ
た
。

・
迅
に
対
す
る
対
称
は
、
③
井
上
紅
梅
訳
は
「
貴
郎
（
あ
な
た
）」
で
あ
る
が
、
そ
の

他
の
四
本
は
「
お
前
（
お
ま
え
）」
で
あ
っ
た
。

※
た
だ
し
、
後
年
の
、
迅
の
母
親
の
セ
リ
フ
に
お
い
て
は
、
③
井
上
紅
梅
訳
が
「
迅
さ

ん
」
で
、
そ
の
他
は
「
迅
ち
ゃ
ん
」
で
あ
っ
た
。

・
大
人
に
な
っ
て
再
会
し
た
際
の
閠
土
の
自
称
は
、
当
該
部
分
に
は
な
い
。
他
の
箇
所

で
は
、①
訳
者
不
明
本
が「
わ
し
」、②
佐
藤
春
夫
訳
・
③
井
上
紅
梅
訳
が「
私（
わ
た
し
）」

で
あ
っ
た
。
④
⑫
竹
内
好
訳
で
は
、
自
称
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

・
大
人
に
な
っ
た
閠
土
の
、
迅
に
対
す
る
呼
称
は
、
す
べ
て
「
旦
那
様
（
だ
ん
な
さ
ま
）」

で
あ
る
。
逆
に
、
迅
の
閠
土
に
対
す
る
呼
称
は
、
①
訳
者
不
明
本
・
③
井
上
紅
梅
訳
が

「
閠
土
さ
ん
」、
②
佐
藤
春
夫
訳
が
「
閠
土
ち
ゃ
ん
」、
④
⑫
竹
内
好
訳
が
「
閠
ち
ゃ
ん
」

で
あ
っ
た
。

・
い
わ
ゆ
る
楊
お
ば
さ
ん
に
対
す
る
、
物
語
の
中
で
の
呼
称
は
、
①
訳
者
不
明
本
・
井

上
紅
梅
訳
が
「
楊
二
嫂
」、②
佐
藤
春
夫
訳
が
「
楊
小
母
さ
ん
」、④
⑫
竹
内
好
訳
が
「
楊

お
ば
さ
ん
」
で
あ
っ
た
。

・
彼
女
の
自
称
は
、
①
訳
者
不
明
本
・
③
井
上
紅
梅
訳
が
「
わ
た
し
」、
②
佐
藤
春
夫

訳
が
「
わ
し
」、④
⑫
竹
内
好
訳
は
当
該
部
分
に
な
く
、他
の
箇
所
で
④
「
私
」、⑫
「
あ

た
し
」
と
な
っ
て
い
る
。

・
楊
お
ば
さ
ん
か
ら
迅
へ
の
対
称
は
、
①
訳
者
不
明
本
が
「
あ
な
た
」「
迅
さ
ん
」、
②

佐
藤
春
夫
訳
が
「
お
前
さ
ん
」「
迅
ち
ゃ
ん
」、③
井
上
紅
梅
訳
が
「
お
前
」「
お
前
さ
ん
」

「
迅
ち
ゃ
ん
」、
④
⑫
竹
内
好
訳
が
「
あ
ん
た
」「
迅
ち
ゃ
ん
」
で
あ
っ
た
。

（
２
）
助
詞
の
「
に
」
と
「
へ
」

　

こ
こ
で
は
、主
人
公
が
帰
郷
す
る
場
面
に
限
定
し
た
。
具
体
的
に
は
、「
故
郷
へ
（
に
）

私
は
帰
っ
た
」「
故
郷
へ
（
に
）
近
づ
く
に
つ
れ
て
」
の
部
分
で
あ
る
。
こ
の
場
合
二

つ
の
助
詞
は
、
意
味
用
法
上
ほ
ぼ
置
換
可
能
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

・
①
訳
者
不
明
本
・
③
井
上
紅
梅
訳
で
は
、
二
箇
所
と
も
助
詞
「
に
」
を
用
い
て
「
故

郷
に
帰
っ
て
来
た
」「
故
郷
に
近
づ
く
に
従
っ
て
」
な
ど
と
し
て
い
る
が
、
②
佐
藤
春

夫
訳
・
④
⑫
竹
内
好
訳
で
は
、
両
方
と
も
助
詞
「
へ
」
を
使
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

見
方
に
よ
っ
て
は
注
目
す
べ
き
相
違
で
あ
る
。

・
す
な
わ
ち
、
助
詞
「
に
」
と
「
へ
」
の
問
題
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
、

ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
『
日
本
大
文
典
』（
一
六
〇
四
〜
八
年
）
に
よ
っ
て
「
京

へ
筑
紫
に
坂
東
さ
」
の
諺
が
指
摘
さ
れ
て
以
来
、
日
本
語
の
地
域
性
と
絡
め
て
説
明
さ

れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
地
域
性
は
、
実
は
院
政
時
代
あ
た
り
に
は
す
で
に
存
在

し
て
い
た
形
跡
が
あ
る
。
筆
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
平
安
中
期
・
天
慶
三
年
（
九
四
〇
）

に
成
立
し
た
和
化
漢
文
『
将
門
記
』
古
写
本
の
う
ち
、
京
都
近
辺
で
院
政
時
代
に
書
写

加
点
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
楊
守
敬
旧
蔵
本
で
「
へ
」
と
加
点
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
つ

い
て
、
名
古
屋
・
真
福
寺
所
蔵
で
承
徳
三
年
（
一
〇
九
九
）
に
書
写
加
点
さ
れ
た
真
福

寺
本
を
見
る
と
、
ほ
ぼ
「
に
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

・
近
現
代
に
な
っ
て
も
な
お
、
こ
の
二
つ
の
助
詞
が
地
域
性
を
有
す
る
か
否
か
は
判
然

と
し
な
い
。
和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
新
宮
町
（
現
在
新
宮
市
）
出
身
の
佐
藤
春
夫
と
、
長

野
県
佐
久
郡
臼
田
町
（
現
在
佐
久
市
）
出
身
で
東
京
育
ち
の
竹
内
好
は
何
れ
も
「
へ
」

を
用
い
る
が
、
東
京
出
身
の
井
上
紅
梅
は
何
れ
も
「
に
」
を
用
い
て
い
る
。

・
今
回
詳
細
に
は
検
討
し
な
か
っ
た
他
の
翻
訳
を
見
る
と
、
②
佐
藤
春
夫
訳
・
④
⑫
竹
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三
〇

内
好
訳
と
同
様
、
二
箇
所
と
も
助
詞
「
へ
」
を
用
い
て
い
る
の
は
、
⑩
駒
田
信
二
訳
・

⑬
藤
井
省
三
訳
で
、
①
訳
者
不
明
本
・
③
井
上
紅
梅
訳
と
同
様
、
両
方
と
も
助
詞
「
に
」

を
用
い
て
い
る
の
は
⑥
増
田
渉
訳
で
あ
る
。
さ
ら
に
一
つ
目
が「
へ
」で
二
つ
目
が「
に
」

の
よ
う
に
、
異
な
る
助
詞
を
用
い
て
い
る
の
が
、
⑤
田
中
清
一
郎
訳
・
⑦
佐
藤
一
郎
訳
・

⑧
高
橋
和
巳
訳
・
⑨
松
枝
茂
夫
訳
・
⑪
丸
山
昇
訳
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
へ
」「
に
」
の

順
が
最
も
多
く
、逆
の
「
に
」「
へ
」
の
順
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、何
れ
も
「
へ
」

で
あ
っ
た
駒
田
信
二
は
大
阪
出
身
、藤
井
省
三
は
東
京
出
身
で
、何
れ
も
「
に
」
で
あ
っ

た
増
田
渉
は
島
根
県
八
束
郡
出
身
、「
へ
」「
に
」
で
あ
っ
た
田
中
清
一
郎
・
佐
藤
一
郎
・

丸
山
昇
は
東
京
出
身
、
高
橋
和
巳
は
大
阪
出
身
、
松
枝
茂
夫
は
佐
賀
県
西
松
浦
郡
出
身

で
あ
っ
て
、
地
域
性
は
今
の
と
こ
ろ
見
出
し
て
い
な
い
。

（
３
）
擬
声
語

　

今
回
取
り
上
げ
た
場
面
で
は
、
帰
郷
し
た
際
の
寒
風
の
音
、
閠
土
の
セ
リ
フ
中
の
、

が
西
瓜
を
囓
る
音
が
主
た
る
擬
声
語
で
あ
る
。

・
寒
風
の
音
は
、
①
訳
者
不
明
本
が
「
う
、
う
と
」、
②
佐
藤
春
夫
訳
が
「
ぴ
ゅ
う
〳
〵
」、

③
井
上
紅
梅
訳
が
「
び
ゅ
う
び
ゅ
う
」、
竹
内
好
訳
④
が
「
ひ
ゅ
う
ひ
ゅ
う
」、
⑫
が

「
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
」
で
あ
っ
た
。
①
の
「
う
、
う
と
」
以
外
は
、
清
音
・
濁
音
・
半
濁

音
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
相
似
た
音
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。

・
が
西
瓜
を
囓
る
音
は
、①
訳
者
不
明
本
が
「
ら
、ら
と
」、③
井
上
紅
梅
訳
が
「
ラ
ゝ

と
」、
②
佐
藤
春
夫
訳
が
「
ガ
リ
〳
〵
ガ
リ
〳
〵
」、
竹
内
好
の
④
が
「
か
さ
、
か
さ
っ

て
」、
⑫
が
「
ガ
リ
ガ
リ
っ
て
」
で
あ
っ
た
。
①
③
、
②
⑫
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
。

（
４
）
特
徴
的
な
表
現

・
主
人
公
が
帰
郷
し
た
翌
朝
、
実
家
を
眺
め
る
場
面
に
、
極
め
て
特
徴
的
な
表
現
が
見

受
け
ら
れ
る
。
①
訳
者
不
明
本
が
「
原
因
を
説
明
し
て
ゐ
る
や
う
だ
」、
③
井
上
紅
梅

訳
が
「
原
因
を
説
明
す
る
や
う
で
あ
る
」、
②
佐
藤
春
夫
訳
が
「
原
因
を
説
き
明
し
顔

で
あ
っ
た
」、
竹
内
好
訳
④
が
「
原
因
を
説
き
あ
か
し
顔
で
あ
る
」、
⑫
が
「
理
由
を
説

き
明
か
し
顔
で
あ
る
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
説
き
あ
（
明
）
か
し
顔
」

な
る
竹
内
好
の
特
異
な
表
現
は
、
佐
藤
春
夫
訳
か
ら
の
影
響
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の

で
あ
る
。
こ
の
他
の
翻
訳
の
中
で
は
、
⑤
田
中
清
一
郎
訳
だ
け
が
「
原
因
を
物
語
り
顔

で
あ
っ
た
」
の
よ
う
に
「
〜
顔
」
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
種
の
表
現
は
、
極
め
て
珍

し
い
。

・
楊
お
ば
さ
ん
の
呼
称
、「
豆
腐
屋
小
町
」
も
ま
た
極
め
て
珍
し
い
表
現
で
あ
る
。「
小

町
」
を
美
人
に
対
し
て
使
用
す
る
の
は
、
と
り
わ
け
日
本
的
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
①
訳
者
不
明
本
で
は
「
豆
腐
屋
西
施
」
と
す
る
が
、
直
後
に
「（
日
本
な
ら
豆

腐
屋
小
／
町
と
で
も
い
ふ
か
）」
と
括
弧
付
き
で
割
り
書
き
注
記
し
て
い
る
。
②
佐
藤

春
夫
訳
で
は
「「
豆
腐
西
施
」
―
豆
腐
屋
小
町
」
と
し
、④
⑫
竹
内
好
訳
で
は
直
に
「
豆

腐
屋
小
町
」
だ
け
を
用
い
て
い
る
。
こ
の
点
、
③
井
上
紅
梅
訳
は
「
豆
腐
西
施
」
と
あ

る
だ
け
で
、「
豆
腐
屋
小
町
」
は
ま
っ
た
く
用
い
て
い
な
い
。
や
は
り
、
④
竹
内
好
訳

に
は
②
佐
藤
春
夫
訳
か
ら
の
影
響
が
色
濃
く
、
佐
藤
春
夫
訳
に
は
①
訳
者
不
明
本
の
影

響
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

・
今
回
取
り
上
げ
た
も
の
以
外
の
翻
訳
を
見
る
と
、「
楊
二
嫂
」
に
つ
い
て
は
、
⑥
増

田
渉
訳
・
⑩
駒
田
信
二
訳
・
⑪
丸
山
昇
訳
が
「
楊
二
艘
」、
⑦
佐
藤
一
郎
訳
が
「
楊
二

お
ば
さ
ん
」、
⑤
田
中
清
一
郎
訳
・
⑨
松
枝
茂
夫
訳
・
⑬
藤
井
省
三
訳
が
「
楊
お
ば
さ
ん
」

で
あ
り
、「
豆
腐
西
施
」
に
つ
い
て
は
、
⑬
藤
井
省
三
訳
が
「
豆
腐
西
施
」、
⑦
佐
藤
一

郎
訳
が
「『
豆
腐
西
施
』
―
豆
腐
屋
小
町
」、
⑥
増
田
渉
訳
・
⑨
松
枝
茂
夫
訳
・
⑪
丸
山

昇
訳
が
「
豆
腐
屋
小
町
」、⑤
田
中
清
一
郎
訳
が
「
豆
腐
小
町
」、⑩
駒
田
信
二
訳
が
「
豆

腐
美
人
」
で
あ
っ
た
。

　

以
上
（
１
）
か
ら
（
４
）
ま
で
の
各
項
目
を
検
討
し
た
結
果
、
先
述
し
た
如
く
、
総

じ
て
竹
内
好
訳
に
は
佐
藤
春
夫
訳
の
影
響
が
色
濃
く
表
れ
て
い
て
、
佐
藤
春
夫
訳
に
は

訳
者
不
明
本
の
影
響
が
相
応
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。「
訳
者
不
明
本
↓
佐

藤
春
夫
訳
↓
竹
内
好
訳
」
と
い
う
系
譜
で
あ
る
。
井
上
紅
梅
訳
は
、
そ
れ
ら
と
は
一
線

を
画
し
て
い
て
、
か
な
り
独
自
色
の
強
い
翻
訳
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
た
。

六
、
魯
迅
「
故
郷
」
原
文
に
お
け
る
表
現

　

そ
こ
で
、
当
該
の
（
１
）
か
ら
（
４
）
の
項
目
に
つ
い
て
、
魯
迅
「
故
郷
」
の
原
文

に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
か
、
確
認
し
て
み
た
い
。
原
文
に
は
、

魯
迅
が
初
め
て
「
故
郷
」
を
発
表
し
た
、
広
州
新
青
年
社
の
『
新
青
年
』
五
月
号
の
本

文
を
用
い
た
。

（
１
）
人
物
呼
称

・
語
り
手
の
自
称
は
「
我
」
で
あ
る
。
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・
少
年
の
頃
の
閠
土
の
自
称
は
、「
我
」「
我
們
」（
私
た
ち
）
で
あ
る
。
ま
た
、
迅
に

対
す
る
対
称
は
「
你
」
で
あ
る
。
母
親
の
言
に
よ
れ
ば
、当
時
閠
土
は
「
迅
哥
児
」（
迅

ぼ
っ
ち
ゃ
ん
）
と
呼
ん
で
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。

・
大
人
に
な
っ
て
再
会
し
た
際
の
、
閠
土
の
自
称
も
ま
た
「
我
」
で
あ
る
。
迅
に
対
す

る
呼
称
は
、「
老
爺
」（
旦
那
様
）
で
あ
る
。
迅
の
閠
土
に
対
す
る
呼
称
は
「
閠
土
哥
」（
閠

土
兄
ち
ゃ
ん
）、「
你
」
で
あ
る
。

・
い
わ
ゆ
る
楊
お
ば
さ
ん
は
、「
楊
二
嫂
」
と
し
て
登
場
し
、「
豆
腐
西
施
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
彼
女
の
自
称
は
「
我
」、迅
に
対
し
て
は
「
你
」「
迅
哥
児
」（
迅
ぼ
っ
ち
ゃ
ん
）

を
用
い
て
い
る
。「
迅
」
は
常
に
自
分
を
「
我
」
と
称
し
て
い
る
。

  

す
な
わ
ち
、少
年
時
代
の
迅
は
閠
土
の
こ
と
を
「
閠
土
哥
」（
閠
土
兄
ち
ゃ
ん
）
と
呼
び
、

閠
土
か
ら
は
「
迅
哥
児
」（
迅
ぼ
っ
ち
ゃ
ん
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
、
楊
二

嫂
か
ら
は
今
も
昔
も
「
迅
哥
児
」（
迅
ぼ
っ
ち
ゃ
ん
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
再
会
し
た
際
の
、
閠
土
の
迅
に
対
す
る
「
老
爺
」（
旦
那
様
）

と
い
う
呼
び
か
け
は
衝
撃
的
で
は
あ
る
。
し
か
し
、改
め
て
子
ど
も
の
頃
も
「
迅
哥
児
」

（
迅
ぼ
っ
ち
ゃ
ん
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
応
じ
る
形
で
、

「
我
」「
你
」
の
日
本
語
訳
も
再
考
の
余
地
が
大
い
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
人

物
呼
称
の
訳
し
方
一
つ
で
、
印
象
が
大
き
く
異
な
る
の
で
あ
る
。

（
２
）
助
詞
の
「
に
」
と
「
へ
」

　

※
こ
の
項
目
は
、
日
本
語
サ
イ
ド
の
問
題
で
あ
る
た
め
省
略
に
従
っ
た
。

（
３
）
擬
声
語

・
帰
郷
し
た
際
の
寒
風
の
音
は
「
嗚
嗚
的
響
」（
う
う
、
鳴
き
声
の
よ
う
な
音
）
で
あ
る
。

が
西
瓜
を
囓
る
音
は
「
啦
啦
的
響
」（
ら
ら
、
雨
音
の
よ
う
な
音
）
で
あ
る
。

（
４
）
特
徴
的
な
表
現

・
主
人
公
が
帰
郷
し
た
翌
朝
の
、
実
家
を
眺
め
る
場
面
「
正
在
説
明
這
老
屋
難
免
易
主

的
原
因
」
か
ら
は
、②
佐
藤
春
夫
訳
や
④
⑫
竹
内
好
訳
の
如
き
「
説
き
あ
（
明
）
か
し
顔
」

と
い
う
訳
は
、
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
原
因
」
を
「
説
明
」

す
る
こ
と
を
中
心
に
据
え
る
の
が
最
も
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
で
あ
っ
て
、「
〜
顔
」
と
い

う
表
現
は
か
な
り
の
意
訳
と
考
え
ら
れ
る
。

・
楊
お
ば
さ
ん
の
呼
称
は
、「
楊
二
嫂
」、
渾
名
は
「
豆
腐
西
施
」
と
あ
る
。
で
あ
れ
ば
、

翻
訳
に
お
い
て
も
「
楊
お
ば
さ
ん
」
で
は
な
く
、
単
に
「
楊
二
嫂
」「
豆
腐
西
施
」
と

す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
約
五
〇
歳
と
し
て
登
場
す
る
「
楊
二
嫂
」
は
、

二
〇
年
前
は
約
三
〇
歳
で
あ
る
。
主
人
公
の
迅
は
、
彼
女
よ
り
も
一
〇
歳
程
年
少
と
い

う
設
定
で
あ
る
。
は
た
し
て
そ
の
程
度
の
歳
の
差
で
、
し
か
も
美
人
の
誉
れ
が
高
か
っ

た
「
楊
二
嫂
」
を
「
お
ば
さ
ん
」
と
呼
ぶ
の
だ
ろ
う
か
。
と
り
わ
け
、「
楊
二
嫂
」
よ

り
も
一
〇
数
歳
年
輩
で
あ
る
は
ず
の
迅
の
母
親
が
、「
楊
二
嫂
」
の
こ
と
を
「
お
ば
さ
ん
」

と
呼
ぶ
こ
と
に
対
し
て
は
、
甚
だ
違
和
感
を
覚
え
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
だ
け
の
比
較
対
照
で
は
、
ど
の
翻
訳
が
魯
迅
の
原
文
に
忠
実
で
あ
る
か
は
即
断

で
き
な
い
し
、
先
学
の
指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
一
長
一
短
が
あ
っ
て
、

未
だ
に
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
な
翻
訳
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
筆
者
の
印
象
で

は
、
訳
が
堅
苦
し
い
と
か
、
こ
な
れ
た
訳
と
は
言
え
な
い
と
さ
れ
て
き
た
③
井
上
紅
梅

訳
が
、
大
局
的
に
見
れ
ば
、（
こ
の
中
で
は
）
最
も
原
文
の
雰
囲
気
・
ニ
ュ
ア
ン
ス
を

活
か
し
て
表
現
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
次
い
で
、
①
訳
者
不
明

本
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
点
、
②
佐
藤
春
夫
訳
は
、
登
場
人
物
た
ち
の
物
言
い
が
あ
ま
り
に
も
く
だ
け
て

い
て
俗
っ
ぽ
く
、
な
お
か
つ
わ
ざ
わ
ざ
「
お
ら
が
」「
う
ん
に
ゃ
」「
わ
し
」
な
ど
を
用

い
て
い
て
、
方
言
臭
が
甚
だ
し
い
。
こ
と
さ
ら
に
、
田
舎
っ
ぽ
さ
を
醸
し
出
し
て
い
る

よ
う
に
も
映
る
。
④
⑫
竹
内
好
訳
は
、
そ
の
佐
藤
訳
の
影
響
（
と
り
わ
け
俗
っ
ぽ
さ
）

を
あ
ま
り
に
も
強
く
受
け
す
ぎ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
竹
内
訳
に
見
ら

れ
る
、
少
年
・
閠
土
の
「
お
い
ら
」「
お
ま
え
」、
楊
お
ば
さ
ん
の
「
あ
た
し
」「
あ
ん
た
」

は
、
そ
の
典
型
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
丁
秋
娜
は
、「「
故
郷
」
の
教
材
研
究
―
翻
訳
文
学
と
い
う
側
面
か
ら
考

え
る
」
に
お
い
て
、「「
故
郷
」
の
翻
訳
は
、
一
九
二
七
年
に
最
初
に
日
本
に
現
れ
て
か

ら
、
一
九
三
二
年
の
佐
藤
春
夫
訳
を
基
礎
に
、
竹
内
好
、
増
田
渉
、
高
橋
和
巳
、
松
枝

茂
夫
、
駒
田
信
二
、
丸
山
昇
ら
十
名
以
上
の
訳
が
あ
る
。
そ
の
中
で
は
、
竹
内
好
訳
を

除
い
て
、
佐
藤
春
夫
訳
は
一
番
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
後
の
「
故
郷
」
の
翻
訳
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。」
と
述
べ
て
い
る
（
13
）。
そ
も
そ
も
竹
内
好
自
身
も
、「
私

の
最
初
の
訳
は
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
佐
藤
春
夫
の
訳
を
下
敷
き
に
は
し
て
い
な
い
け
れ

ど
、
か
な
り
意
識
し
て
と
い
う
か
、
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
ね
。
こ
こ
に
並

べ
た
訳
の
ど
れ
を
と
っ
て
も
、
さ
っ
き
、
参
考
資
料
と
申
し
上
げ
た
の
を
除
き
ま
す
と
、

だ
い
た
い
み
ん
な
佐
藤
さ
ん
の
後
塵
を
拝
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
。
や
は
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り
、
そ
れ
だ
け
佐
藤
春
夫
は
偉
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
ね
。｢

故
郷｣

の

日
本
訳
の
あ
る
程
度
動
か
な
い
原
型
を
作
っ
た
人
で
あ
る
、
と
い
う
ふ
う
に
言
え
ま

し
ょ
う
。」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
佐
藤
春
夫
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
を
自
ら
認
め

て
い
る
の
で
あ
る
（
14
）。
ま
た
、増
田
渉
が
そ
う
し
た
佐
藤
春
夫
と
昵
懇
の
間
柄
に
あ
っ

た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
15
）。

　

こ
の
よ
う
な
事
情
を
勘
案
す
る
に
、
現
行
の
国
語
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
る
⑫
竹
内
好

訳
（
新
訳
）
と
比
較
対
照
す
る
本
文
は
、
同
じ
系
譜
に
あ
る
②
佐
藤
春
夫
訳
（
あ
る
い

は
そ
の
後
の
増
田
渉
訳
）
な
ど
で
は
な
く
、
③
井
上
紅
梅
訳
な
い
し
は
①
訳
者
不
明
本

が
望
ま
し
い
だ
ろ
う
。
特
に
、
井
上
紅
梅
訳
は
、
他
の
翻
訳
と
の
影
響
関
係
が
最
も
少

な
い
（
あ
る
い
は
な
い
）
も
の
と
判
断
さ
れ
る
の
で
、
比
較
対
照
に
は
最
適
で
あ
る
と

考
え
る
。

　

ち
な
み
に
、
井
上
紅
梅
は
、
魯
迅
と
全
く
同
年
の
一
八
八
一
年
に
東
京
で
生
ま
れ
、

家
業
を
継
ぐ
べ
く
東
京
高
等
商
業
学
校
（
後
の
一
橋
大
学
）
に
入
学
し
た
が
、
父
親
の

急
死
に
伴
っ
て
上
海
に
渡
り
、支
那
風
俗
研
究
会
を
立
ち
上
げ
た
り
、雑
誌『
支
那
風
俗
』

を
発
行
し
た
り
し
な
が
ら
、
三
〇
年
近
く
中
国
関
係
の
著
作
活
動
を
意
欲
的
に
行
っ
た

人
物
で
あ
る
。
妻
も
中
国
人
で
あ
る
。
長
く
「
魯
迅
に
の
の
し
ら
れ
」
た
人
物
と
し
て

酷
評
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
低
く
評
価
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
最
近
に
な
っ
て
、
そ

れ
は
魯
迅
が
あ
ま
り
に
も
増
田
渉
を
可
愛
が
り
優
遇
し
た
が
た
め
、
言
わ
ば
貧
乏
く
じ

を
引
い
て
汚
名
を
着
せ
ら
れ
た
に
過
ぎ
ず
、
紅
梅
自
身
は
極
め
て
優
れ
た
中
国
研
究
者

で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
（
16
）。

　

よ
っ
て
、
比
較
対
照
本
と
し
て
、
③
井
上
紅
梅
訳
を
選
定
す
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
時

宜
に
適
っ
た
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

七
、「
学
習
の
手
引
き
」
の
内
容

　

と
こ
ろ
で
、
日
本
の
中
学
校
に
お
い
て
は
、
魯
迅｢

故
郷｣

を
教
材
と
し
て
、
一
体

何
を
学
習
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
次
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
書
に
お
け

る
所
謂
「
学
習
の
手
引
き
」
に
着
目
し
、
そ
の
内
容
を
分
析
・
検
討
し
て
み
た
い
。
ち

な
み
に
、
学
校
図
書
で
は
「
学
び
の
窓
」、
教
育
出
版
で
は
「
み
ち
し
る
べ
」、
三
省
堂

で
は
「
学
び
の
道
し
る
べ
」、
東
京
書
籍
で
は
「
て
び
き
」、
光
村
図
書
で
は
「
学
習
」

と
呼
称
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
該
当
部
分
を
示
す
。

学
校
図
書
「
学
び
の
窓
」

    

〔
読
み
深
め
る
〕

❶
人
物
や
風
景
の
変
化
に
象
徴
さ
れ
た
時
代
状
況
を
捉
え
よ
う
。

①
閠
土
、｢

私
（
迅
）」、
楊
お
ば
さ
ん
の
変
化
を
、
次
の
よ
う
な
表
に
整
理
し
よ
う
。

（
縦
軸
に
「
閠
土
」「
私
（
迅
）」「
楊
お
ば
さ
ん
」、
横
軸
に
「
過
去
」「
現
在
」
を

配
し
た
表
）

②
①
の
変
化
を
踏
ま
え
、
再
会
の
場
面
で｢

私｣

と
閠
土
が
感
じ
た
そ
れ
ぞ
れ
の

悲
し
み
に
つ
い
て
、
次
の
表
現
を
手
掛
か
り
に
し
て
書
こ
う
。

〈
私
の
悲
し
み
〉

・
そ
れ
ら
は
、
何
か
で
せ
き
止
め
ら
れ
た
よ
う
に
、
頭
の
中
を
駆
け
巡
る
だ
け
で
、

口
か
ら
は
出
な
か
っ
た
。

・
私
は
身
震
い
し
た
ら
し
か
っ
た
。

・
私
は
、
口
が
き
け
な
か
っ
た
。

〈
閠
土
の
悲
し
み
〉

・
他
人
行
儀

・
首
を
振
り
ど
お
し

・
顔
に
は
た
く
さ
ん
の
し
わ
が
畳
ま
れ
て
い
る

・
石
像
の
よ
う
に

・
で
く
の
ぼ
う
み
た
い
な
人
間

・
偶
像
崇
拝

③
人
々
の
変
化
は
何
を
象
徴
し
て
い
る
か
。
考
え
を
出
し
合
お
う
。

❷
未
来
へ
の
願
い
を
捉
え
よ
う
。

①
空
の
描
写
の
違
い
を
、下
の
よ
う
な
表
に
ま
と
め
よ
う
。（
縦
軸
に「
空
の
色
」「
月

の
様
子
」、
横
軸
に
「
帰
っ
て
き
た
と
き
の
故
郷
の
空
」「
閠
土
と
の
楽
し
い
思
い

出
の
中
の
空
」「
離
れ
る
時
に
見
た
故
郷
の
空
」
を
配
し
た
表
）

②
空
や
月
は
何
を
象
徴
し
て
い
る
か
。
①
を
見
な
が
ら
、
考
え
を
出
し
合
お
う
。

③
②
の
象
徴
表
現
は
ど
う
い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
。
考
え
を
出
し
合
お
う
。

④｢

私｣
の｢
希
望｣

｢

願
い｣

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、次
の
表
現
に
着
目
し
て
、

話
し
合
お
う
。
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・
彼
（
閠
土
）
の
望
む
も
の
は
す
ぐ
手
に
入
り
、
私
の
望
む
も
の
は
手
に
入
り
に

く
い
だ
け
だ
。

・
希
望
と
は
、
も
と
も
と
あ
る
も
の
と
も
言
え
ぬ
し
、
な
い
も
の
と
も
言
え
な
い
。

・
も
と
も
と
地
上
に
は
道
は
な
い
。
歩
く
人
が
多
く
な
れ
ば
、
そ
れ
が
道
に
な
る

の
だ
。

    

〔
ま
と
め
〕

❶
次
の
手
順
で
作
者
や
登
場
人
物
に
な
っ
て
学
習
を
振
り
返
ろ
う
。

①
作
者
、
登
場
人
物
（
私
、
閠
土
、
楊
お
ば
さ
ん
）
役
を
決
め
る
。
そ
れ
以
外
の

人
は
質
問
係
に
な
る
。

②
質
問
す
る
人
は
そ
れ
ぞ
れ
誰
に
何
を
き
く
か
を
考
え
、
相
談
し
て
誰
が
誰
に
き

く
か
を
決
め
る
。

③
質
問
係
も
作
者
や
登
場
人
物
役
の
人
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
な
っ
た
つ
も
り

で
も
う
一
度｢

故
郷｣

を
読
ん
で
み
る
。

④
交
代
で
質
問
す
る
。
さ
れ
た
方
は
答
え
る
。
自
分
の
感
想
と
他
の
人
の
感
想
が

異
な
り
そ
う
な
事
柄
に
注
目
す
る
。

⑤
終
わ
っ
た
ら
立
場
を
入
れ
替
え
て
も
う
一
度
行
う
。

※
こ
の
後
に
、｢

つ
い
た
力
を
確
か
め
よ
う
〈
小
説
〉」
と
し
て
、
縦
に｢

言
葉
の

力
／
人
々
の
変
化
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
を
考
え
、
出
し
合
う
こ
と

が
で
き
た
。」、｢

考
え
る
力
／｢

私
」
の
「
希
望｣

｢

願
い
」
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
た
。」、「
知
識
や
技
能
／
他
の
視
点
か
ら
作
品
を
捉
え
直
す
こ
と
の
よ

さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。」
と
表
示
さ
れ
る
。

教
育
出
版
「
み
ち
し
る
べ
」

   

目
標
と
振
り
返
り

・｢

私｣

の
抱
い
た｢

希
望｣

や
社
会
の
中
で
の
人
間
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
、

自
分
の
考
え
を
も
つ
。

・
場
面
や
登
場
人
物
の
設
定
の
さ
れ
方
、
構
成
や
展
開
に
着
目
し
、
作
品
を
批
評

す
る
。

〔
確
か
め
よ
う
〕

・
こ
の
作
品
を
五
つ
の
場
面
に
分
け
、
小
見
出
し
を
つ
け
よ
う
。

・
出
来
事
を
時
間
の
順
序
に
従
っ
て
並
べ
替
え
よ
う
。

〔
深
め
よ
う
〕

1｢

私
」
に
と
っ
て
、少
年｢

閠
土｣

は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
か
、捉
え
よ
う
。

参
考
少
年
時
の
出
会
い
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
後
の｢

私｣

の
人
生
に
お
い
て

と
い
う
点
も
含
め
て
考
え
る
。　

2
「
楊
お
ば
さ
ん
」
と
「
閠
土
」
に
つ
い
て
読
み
深
め
よ
う
。

（
１
）
二
人
の
過
去
と
現
在
の
違
い
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

（
２
）｢

私｣

に
対
す
る
二
人
の
気
持
ち
を
想
像
し
よ
う
。

参
考

｢

楊
お
ば
さ
ん
」
が
「
忘
れ
た
か
ね
？
」
と
言
う
こ
と
や
、｢

閠
土
」
が
、

わ
ん
や
皿
を
埋
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
に
も
着
目
し
よ
う
。

（
３
）｢

私｣

は
現
在
の
二
人
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
、
ま
た
そ

の
捉
え
方
の
問
題
点
は
何
か
、
考
え
よ
う
。

〔
考
え
よ
う
〕

「
思
う
に
希
望
と
は
、
…
…
歩
く
人
が
多
く
な
れ
ば
、
そ
れ
が
道
に
な
る
の
だ
。｣

と
あ
る
が
、
こ
こ
で
の｢

私
」
の｢

希
望
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
次

の
点
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
文
章
に
ま
と
め
よ
う
。

・
閠
土
の｢

偶
像
崇
拝｣

を
批
判
し
て
い
る
が
、
自
分
の｢

希
望
」
も
「
手
製
の

偶
像
」
に
す
ぎ
な
い
と
捉
え
て
い
る
こ
と
。

・｢

海
辺
の
光
景
」
を
比
較
す
る
こ
と
。

■
言
葉
・
表
現

｢

私
の
覚
え
て
い
る
故
郷
は
、
…
…
決
し
て
楽
し
い
も
の
で
は
な
い
の
だ
か
ら
。｣

に
描
か
れ
て
い
る
「
も
っ
と
ず
っ
と
よ
か
っ
た
」「
し
か
し
」「
や
は
り
」「
そ
こ
で
」

「
な
ぜ
な
ら
」
な
ど
の
言
葉
に
着
目
し
て
、｢

私
」
の
「
故
郷
」
に
対
す
る
思
い
の

変
化
を
整
理
し
よ
う
。

※
こ
の
後
に
、｢

こ
こ
が
大
事
／｢

語
り｣

を
読
む
」
と
し
て
次
の
内
容
が
続
く
。

　

文
学
作
品
を
読
む
際
に
は
、
語
ら
れ
た
で
き
ご
と
だ
け
で
は
な
く
、
語
り
手
が

な
ぜ
そ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
『
少
年
の
日
の
思
い
出
』
や
『
走
れ
メ
ロ
ス
』
で
学
ん
で
き
た
よ
う

に
、
語
り
手
の
語
り
方
は
作
品
に
よ
っ
て
異
な
る
。『
故
郷
』
の
場
合
、｢

私
」
と

い
う
主
人
公
自
身
が
語
り
手
で
も
あ
る
。
こ
の
語
り
手
は
、
過
去
の
こ
と
を
振
り

返
る
よ
う
な
語
り
方
で
は
な
く
、
現
在
の
で
き
ご
と
を
実
況
す
る
よ
う
な
語
り
方
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を
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
語
り
手
は
、
自
分
の｢

も
の
の
見
方
や
考
え
方
」
の
枠

組
み
を
と
お
し
て
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
読
者
は
、
語
り
手
が
直
接

語
っ
て
い
な
い
こ
と
に
も
注
意
し
な
が
ら
、
語
ら
れ
た
内
容
を
読
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
。

　

例
え
ば
、
冒
頭
で｢

私｣

が
故
郷
に
思
い
を
は
せ
る
場
面
は
、
な
ぜ
語
ら
れ
る

の
か
。｢
楊
お
ば
さ
ん
」
が｢

私
」
に
嫌
み
を
言
う
場
面
や
、｢

閠
土｣

が
見
送
り

に｢

水
生
」
を
連
れ
て
こ
な
か
っ
た
場
面
は
、な
ぜ
わ
ざ
わ
ざ
語
ら
れ
て
い
る
の
か
。

一
方
、
最
後
の
場
面
で
思
い
浮
か
べ
て
い
る｢

海
辺
の
光
景
」
で
は
、
な
ぜ
「
閠

土
」
の
姿
が
語
ら
れ
て
い
な
い
の
か
。
読
者
が
こ
の
よ
う
な
問
い
を
立
て
、
考
え

て
い
く
こ
と
が
、
文
学
作
品
の
読
み
を
深
め
る
手
が
か
り
に
な
っ
て
い
く
。

　

｢

希
望
」に
つ
い
て
も
、若
い
世
代
に
対
す
る
自
身
の｢

希
望
」を「
手
製
の
偶
像
」

に
す
ぎ
な
い
と
捉
え
て
い
た｢
私
」
が
、
な
ぜ
「
希
望
」
に
つ
い
て
「
歩
く
人
が

多
く
な
れ
ば
、そ
れ
が
道
に
な
る
の
だ
。」
と
語
っ
て
い
る
の
か
を
考
え
る
こ
と
で
、

｢

私
」の「
希
望
」に
対
す
る
思
い
を
よ
り
深
く
読
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
「
語
ら
れ
た
内
容
」
を
読
む
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
語
り
手
が
な

ぜ
そ
う
語
る
の
か
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
、｢

語
り
」
を
読
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
、
他
の
文
学
作
品
を
読
ん
だ
り
、
批
評
し
た
り

す
る
際
に
も
活
用
し
、
読
み
を
深
め
て
い
こ
う
。

■｢

私｣

以
外
の
登
場
人
物
を｢

人
物
フ
ァ
イ
ル
」
に
ま
と
め
よ
う
。

・｢

閠
土｣

｢

楊
お
ば
さ
ん｣
｢

宏
児
と
水
生
」
を
取
り
上
げ
る
。

・「
人
物
フ
ァ
イ
ル
」
に
ま
と
め
る
際
の
ポ
イ
ン
ト

①
名
前
・
年
齢
・
性
別　

②
外
見
の
特
徴　

③｢

私｣

と
の
関
係　

④｢
私
」
か

ら
見
た
特
徴
や
性
格　

⑤
描
か
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド　

⑥
物
語
上
の
役
割
な
ど
。

三
省
堂
「
学
び
の
道
し
る
べ
」

    

目
標□

場
面
や
登
場
人
物
の
設
定
の
仕
方
を
捉
え
、
内
容
の
理
解
に
役
立
て
る
。

□｢

私
」
と
「
閠
土
」
の
言
動
を
根
拠
と
し
な
が
ら
、
人
間
と
社
会
に
つ
い
て
自

分
の
考
え
を
も
つ
。

〔
内
容
を
整
理
し
よ
う
〕

1
現
在
と
過
去
を
表
す
表
現
に
注
意
し
て
、
場
面
を
五
つ
に
分
け
よ
う
。

〔
考
え
を
深
め
よ
う
〕

2
次
の
観
点
か
ら｢

私
」
の
感
じ
方
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
か
、
比
較
し

よ
う
。

①
二
十
年
前
の
故
郷
と
今
の
故
郷

②
思
い
出
の
中
の
閠
土
と
今
の
閠
土

③
昔
の
楊
お
ば
さ
ん
と
今
の
楊
お
ば
さ
ん

3
故
郷
を
あ
と
に
す
る
と
き
の｢

私｣

の
心
境
に
つ
い
て
、
登
場
人
物
そ
れ
ぞ
れ

の
関
係
の
変
化
を
手
が
か
り
に
し
て
ま
と
め
よ
う
。

考
え
る
た
め
の
こ
と
ば　

若
い
世
代　

道　

希
望　

社
会

〔
学
び
を
ひ
ろ
げ
よ
う
〕

こ
の
作
品｢

故
郷｣

に
副
題
を
つ
け
る
と
し
た
ら
ど
の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ

る
か
、
理
由
と
と
も
に
紹
介
し
合
お
う
。

※
こ
の
後
に
、「
読
み
方
を
学
ぼ
う
５
」
と
し
て
「
人
物
設
定
／
仕
組
ま
れ
た
関
係
」

が
あ
る
。

　

小
説
の
登
場
人
物
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
っ
て
、
互
い
に
関
わ
り
合
い
ま

す
。｢

故
郷｣

に
は
二
組
の
少
年
が
登
場
し
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
ど
の
よ
う
な
意

味
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

人
物
設
定
は
、
一
人
一
人
の
人
物
の
性
格
づ
け
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
時
間

の
流
れ
な
ど
と
も
関
係
し
な
が
ら
、
小
説
の
テ
ー
マ
や
仕
掛
け
に
関
わ
っ
て
い
ま

す
。

▼
人
物
設
定
の
効
果
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
小
説
の
テ
ー
マ
を
理
解
し
た
り
、

隠
れ
て
い
た
仕
掛
け
に
気
づ
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

※
こ
の
後
に
、
三
十
年
前
と
現
在
の
閠
土
と｢

私
」、
現
在
と
将
来
の
水
生
と
宏

児
の
関
係
が
暗
示
的
に
図
示
さ
れ
て
い
る
。

東
京
書
籍
「
て
び
き
」

作
品
を
読
み
、
社
会
の
中
で
生
き
る
人
間
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
を
ま
と
め
よ
う

［
目
標
］

・
場
面
の
展
開
と
人
間
関
係
の
変
化
を
捉
え
て
、
作
品
を
読
み
深
め
る
。

・
作
品
を
読
ん
で
、
社
会
の
中
で
生
き
る
人
間
に
つ
い
て
考
え
、
自
分
の
意
見
を

も
つ
。
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三
五

〔
読
み
取
る
〕

❶
冒
頭
の
場
面
か
ら
、
二
十
年
ぶ
り
に
見
た
故
郷
の
様
子
を
表
す
言
葉
を
探
し
、

｢

私｣

が
感
じ
た
故
郷
の
雰
囲
気
や
、｢

私｣

の
心
境
を
捉
え
よ
う
。

❷
ル
ン
ト
ー
と
ヤ
ン
お
ば
さ
ん
に
つ
い
て
、
過
去
の
様
子
と
現
在
の
様
子
と
を
比

べ
て
み
よ
う
。

❸
三
十
年
ぶ
り
の
再
会
の
場
面
か
ら
、｢

私
」
と
ル
ン
ト
ー
の
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

を
読
み
取
ろ
う
。
ま
た
、
過
去
の
二
人
の
関
係
か
ら
な
ぜ
変
化
し
た
の
か
を
考
え

よ
う
。

た
す
け　

人
物
の
発
言
の
ほ
か
、
態
度
、
動
作
、
表
情
な
ど
の
描
写
に
も
着
目

し
て
、
二
人
の
思
い
を
捉
え
よ
う
。

❹｢

私
」
の
考
え
る｢

希
望
」
や｢

新
し
い
生
活
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の

だ
ろ
う
か
。｢

私
」
と
ル
ン
ト
ー
の
関
係
や
、
ホ
ン
ル
と
シ
ュ
イ
シ
ョ
ン
の
関
係

を
手
が
か
り
に
し
て
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

〔
考
え
を
深
め
る
〕

❺
社
会
の
中
で
生
き
る
人
間
の
姿
に
つ
い
て
、
こ
の
小
説
を
読
ん
で
感
じ
た
こ
と

や
考
え
た
こ
と
を
四
百
字
程
度
で
ま
と
め
よ
う
。

た
す
け　

｢

私｣

、
ル
ン
ト
ー
、
ヤ
ン
お
ば
さ
ん
な
ど
、
作
品
中
の
登
場
人
物
に

着
目
し
よ
う
。

※
こ
の
後
に
、｢

言
葉
の
力
／
人
間
関
係
の
変
化
に
着
目
す
る
」
が
続
く
。

・
作
品
中
に
主
要
な
人
物
が
何
人
か
登
場
す
る
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
に
は
異

な
っ
た
特
徴
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

・
立
場
や
考
え
方
の
異
な
る
人
物
が
登
場
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
起
こ
る
こ

と
で
、
人
間
関
係
が
新
た
に
生
ま
れ
た
り
変
化
し
た
り
し
な
が
ら
場
面
は
展
開
し

て
い
く
。

・
人
間
関
係
の
変
化
を
捉
え
、
そ
の
背
景
や
理
由
を
考
え
る
こ
と
は
、
作
品
を
読

み
深
め
る
う
え
で
大
切
で
あ
る
。

※
こ
の
後
、「
学
び
の
扉
５
」と
し
て「
人
物
同
士
の
関
係
に
着
目
す
る
」に
続
く
が
、

当
該
教
材
に｢

故
郷
」
に
関
す
る
記
述
は
な
い
。｢

広
が
る
言
葉
」
が
続
く
。

広
が
る
言
葉　

ⓐ｢

故
郷
」
に
は
、「
い
さ
さ
か
」｢

寂
寥
」
と
い
っ
た
、
文
学
作
品
な
ど
で
は
見

ら
れ
る
が
、
現
代
の
日
常
生
活
で
は
あ
ま
り
使
わ
れ
な
い
、
古
風
な
言
葉
が
用
い

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
言
葉
を
、
文
章
中
か
ら
探
し
て
み
よ
う
。

光
村
図
書
「
学
習
」

    

目
標・

場
面
や
登
場
人
物
の
設
定
に
着
目
し
て
、
内
容
を
読
み
深
め
る
。

・
時
代
や
社
会
の
変
化
の
中
で
の
、
人
と
人
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
を
も
つ
。

　

｢

故
郷｣

で
は
、
回
想
の
中
の
人
々
の
様
子
が
、
現
在
の
様
子
と
比
較
し
て
描

か
れ
て
い
る
。
時
代
や
社
会
が
変
わ
っ
て
い
く
中
で
、
人
と
人
と
の
関
わ
り
は
ど

の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
の
か
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

1
確
認
し
よ
う

作
品
を
読
み
、現
在
の
場
面
と｢

私
」の
回
想
の
場
面
を
確
認
し
よ
う
。
ま
た
、「
私
」

と
他
の
登
場
人
物
と
の
関
係
を
確
認
し
よ
う
。

2
読
み
を
深
め
よ
う

場
面
や
登
場
人
物
の
設
定
に
着
目
し
て
読
み
取
ろ
う
。

①
次
の
風
景
や
人
物
に
つ
い
て
、
回
想
の
場
面
と
現
在
の
場
面
で
は
、
描
写
が
ど

の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
わ
か
る
部
分
を
抜
き
出
そ
う
。

・
故
郷
の
眺
め　

・
我
が
家
の
様
子　

・
ル
ン
ト
ウ　

・
ヤ
ン
お
ば
さ
ん

②｢

私
」
と
「
ル
ン
ト
ウ｣

の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま

た
、
な
ぜ
変
わ
っ
た
か
考
え
よ
う
。

3
自
分
の
考
え
を
も
と
う

最
後
に
「
私
」
に
は｢

希
望
」
と
い
う
考
え
が
思
い
浮
か
ぶ
。
そ
の
と
き
、｢

私
」

は
ど
の
よ
う
な
社
会
を
望
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
。
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

「
言
葉
を
広
げ
る
」

こ
の
作
品
に
は
、
会
話
の
中
に
「
…
…
」
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、

ど
ん
な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
か
考
え
て
み
よ
う
。

「
学
習
の
窓
」
場
面
や
登
場
人
物
の
設
定
を
考
え
る

文
学
作
品
は
、
場
面
や
登
場
人
物
の
設
定
を
考
え
る
こ
と
で
、
理
解
が
よ
り
深
ま

る
。
次
の
よ
う
な
観
点
で
、
な
ぜ
、
そ
う
し
た
設
定
に
な
っ
て
い
る
の
か
考
え
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

・
あ
る
場
面
が
置
か
れ
て
い
る
意
味
や
、
場
面
の
並
べ
方
。
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三
六

・
人
物
の
性
格
づ
け
や
特
徴
、
置
か
れ
て
い
る
状
況
。

・
人
物
ど
う
し
の
対
比
。（
立
場
、
性
格
、
様
子
な
ど
。）

〔
学
習
を
振
り
返
る
〕

・
現
在
と
回
想
を
対
比
さ
せ
た
設
定
か
ら
、
ど
ん
な
こ
と
が
表
現
さ
れ
て
い
た
か
。

・
作
品
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
着
目
し
て
、
社
会
や
人
と
人
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

考
え
た
か
。

　

以
上
の
よ
う
に
、｢
学
習
の
手
引
き
」
は
多
く
の
紙
数
と
言
葉
を
費
や
し
て
、
魯
迅

｢

故
郷
」
を
深
く
丁
寧
に
読
み
取
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
大
局
的
に
は
次
の
二
点

を
学
習
の
到
達
目
標
に
定
め
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
１ 

）
場
面
の
展
開
と
人
間
関
係
の
変
化
（
特
に
「
私｣

と
閠
土
と
の
関
係
）
を
捉
え
、

そ
れ
が
時
代
状
況
や
社
会
状
況
の
変
化
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
読
み

取
る
。

（
２ 

）｢

私
」
の
い
う
「
希
望｣

や｢

新
し
い
生
活
」
に
つ
い
て
、
当
時
の
時
代
状
況
や

社
会
状
況
か
ら
考
え
る
。

　

こ
の
二
点
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
相
当
豊
富
か
つ
適
切
な
情
報
が
必
要
と
な
る
は

ず
で
あ
る
。

八
、
現
行
教
科
書
に
用
意
さ
れ
て
い
る
情
報

　

そ
れ
で
は
、
現
行
の
教
科
書
に
ど
れ
ほ
ど
の
情
報
が
用
意
さ
れ
て
い
る
の
か
、
次
下

で
確
認
し
て
み
た
い
。
た
だ
し
、
魯
迅
と
そ
の
家
族
、
時
代
状
況
、
社
会
状
況
を
知
り

う
る
も
の
に
限
定
し
た
。

学
校
図
書

・「
一
族
で
住
ん
で
い
た
」
大
家
族
制
で
、
親
戚
全
員
が
大
き
な
屋
敷
に
同
居

し
て
い
た
。

・「
城
内
」
昔
の
中
国
で
は
、
町
全
体
を
城
壁
で
囲
み
外
敵
を
防
い
で
い
た
。

・「
ス
カ
ー
ト
を
は
か
な
い
ズ
ボ
ン
姿
」
当
時
の
中
国
の
女
性
は
、
ズ
ボ
ン
の
上

に
ス
カ
ー
ト
を
は
い
て
い
た
。
仕
事
を
す
る
と
き
な
ど
は
、
ス
カ
ー
ト
を
脱
ぐ
。

・「
小
町
」
美
し
い
娘
の
こ
と
を
小
野
小
町
に
た
と
え
て
、
○
○
小
町
と
言
う
。

中
国
語
の
原
文
で
は
、
古
代
の
美
女｢

西
施
」
の
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
西
施

は
日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
て
、
江
戸
時
代
の
俳
人
、
松
尾
芭
蕉
に
次
の
よ
う

な
句
が
あ
る
。
象
潟
や
雨
に
西
施
が
ね
ぶ
の
花

・「
纏
足
」
昔
の
中
国
の
習
慣
。
小
さ
い
頃
か
ら
布
を
足
に
堅
く
巻
き
付
け
、
女

性
の
足
を
大
き
く
し
な
い
よ
う
に
し
た
。
歩
行
は
不
自
由
に
な
る
。

・「
偶
像
崇
拝
」
彫
像
な
ど
、
本
来
の
信
仰
の
対
象
で
な
い
も
の
を
尊
重
す
る
こ
と
。

・「
作
者
紹
介
／
魯
迅
」
一
八
八
一
〜
一
九
三
六
。
小
説
家
。
中
国
に
生
ま
れ
た
。

植
民
地
化
さ
れ
て
い
く
中
国
を
見
つ
め
、
国
民
の
自
立
と
封
建
制
か
ら
の
解
放
を

訴
え
続
け
た
。『
阿
Ｑ
正
伝
』な
ど
が
あ
る
。本
文
は『
魯
迅
文
集
』第
一
巻
に
よ
っ
た
。

教
育
出
版

・「
城
内
」
昔
、
中
国
で
は
、
盗
賊
や
外
敵
を
防
ぐ
た
め
に
、
町
の
周
囲
を
城
壁

の
よ
う
な
高
い
塀
で
囲
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
、
町
の
こ
と
を
城
内
と
い
っ
た
の
で

あ
る
。

・「
豆
腐
屋
小
町
」
小
町
は
小
野
小
町
の
こ
と
で
、
小
野
小
町
が
美
人
で
あ
っ
た

と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
美
し
い
娘
の
こ
と
を
「
―
小
町
」
と
い
う
。
原
文
は

｢

豆
腐
西
施
」。｢

西
施｣

は
、
古
代
中
国
の
呉
越
の
争
い
に
登
場
す
る
美
女
。

・「
兵
隊
、
匪
賊
、
役
人
、
地
主
」
い
ず
れ
も
、
当
時
の
中
国
で
人
民
の
敵
と
み

な
さ
れ
て
い
た
。「
匪
賊
」
は
、
集
団
で
略
奪
な
ど
を
す
る
盗
賊
。

・「
て
ん
足
」
中
国
で
は
、
昔
、
婦
人
の
足
を
大
き
く
し
な
い
た
め
、
幼
児
の
時

か
ら
布
を
固
く
巻
き
つ
け
る
習
慣
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
で
き
た
小
さ
い
足
の
こ

と
。

・「
作
者
紹
介
／
魯
迅
」
一
八
八
一
〜
一
九
三
六
。
中
国
の
小
説
家
・
詩
人
。
小

説
に｢

狂
人
日
記｣

｢

阿
Ｑ
正
伝｣

、
散
文
詩
集
に｢

野
草
」
が
あ
る
。

三
省
堂

 

・「
一
族
」
大
家
族
制
度
で
、
家
長
を
中
心
に
生
活
し
て
い
る
血
縁
の
家
族
の
集

ま
り
。

・「
城
内
」
町
の
中
。
中
国
で
は
町
全
体
が
城
壁
で
囲
ま
れ
て
い
た
。

・「
ス
カ
ー
ト
を
は
か
な
い
ズ
ボ
ン
姿
」
当
時
の
中
国
の
婦
人
は
、
ズ
ボ
ン
の
上

に
ひ
だ
の
あ
る
ス
カ
ー
ト
を
着
け
る
の
が
、
一
般
的
だ
っ
た
。

・「
豆
腐
屋
小
町
」
原
文
は
豆
腐
西
施
。｢

西
施｣

は
中
国
古
代
の
美
人
の
名
。　

日
本
の
小
野
小
町
同
様
、
美
人
の
別
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
、
こ
う
訳
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三
七

さ
れ
た
。

・「
匪
賊
」
集
団
で
略
奪
を
行
う
盗
賊
。

・「
纏
足
」
昔
中
国
で
、
女
性
の
足
に
、
幼
児
か
ら
布
を
固
く
巻
き
つ
け
て
足
を

大
き
く
し
な
い
よ
う
に
し
た
風
習
。

・「
作
者
紹
介
／
魯
迅
」
一
八
八
一
〜
一
九
三
六
。
作
家
。
中
国
の
生
ま
れ
。『
阿

Ｑ
正
伝
』『
藤
野
先
生
』
な
ど
。

東
京
書
籍

・「
城
内
」
市
内
。
中
国
の
町
は
外
敵
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
城
壁
で
守
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
城
内
と
は
城
壁
の
内
側
全
体
に
当
た
る
。

・「
ス
カ
ー
ト
を
は
か
な
い
ズ
ボ
ン
姿
」
当
時
の
中
国
女
性
は
、
ズ
ボ
ン
の
上

に
ひ
だ
の
あ
る
ス
カ
ー
ト
を
着
け
て
い
た
。
た
だ
し
、
労
働
の
と
き
は
ズ
ボ
ン
姿

で
あ
っ
た
。

・「
豆
腐
屋
小
町
」
原
文
は｢

豆
腐
西
施
」。
西
施
は
古
代
中
国
の
絶
世
の
美
女
。

日
本
で
は
、
平
安
時
代
の
歌
人
小
野
小
町
が
美
人
だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
美
人
の
別
称
と
し
て｢

…
…
小
町
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
そ
れ

を
訳
語
に
し
て
い
る
。

・「
匪
賊
」
盗
賊
団
。

・「
纏
足
」
中
国
で
は
唐
代
末
期
頃
か
ら
清
代
に
か
け
て
、
女
児
の
足
を
布
で
固

く
縛
っ
て
、
足
が
大
き
く
成
長
し
な
い
よ
う
に
す
る
習
慣
が
あ
っ
た
。
そ
の
足
の

こ
と
。

・「
作
者
紹
介
／
魯
迅
」
一
八
八
一
〜
一
九
三
六
年
、
中
国
の
文
学
者
。
作
品
に

｢

阿
Ｑ
正
伝｣

「
狂
人
日
記
」「
藤
野
先
生
」
な
ど
が
あ
る
。

光
村
図
書

・「
二
千
里
の
果
て
」（
前
略
）（
魯
迅
の
故
郷
は
浙
江
省
紹
興
だ
が
、
彼
は
当
時

北
京
に
住
ん
で
い
た
。）

・「
一
族
で
住
ん
で
い
た
」中
国
で
は
、近
代
に
入
っ
て
か
ら
も
大
家
族
制
度
が
残
っ

て
い
て
、
大
き
な
家
に
家
長
を
中
心
と
し
て
数
家
族
が
同
居
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
っ
た
。

・「
城
内
」
人
の
多
く
集
ま
っ
て
い
る
町
の
中
。
中
国
で
は
町
全
体
が
城
壁
で
囲

ま
れ
て
い
た
。

・「
ス
カ
ー
ト
を
は
か
な
い
ズ
ボ
ン
姿
」
ズ
ボ
ン
（
褲
子
）
の
上
に
ひ
だ
の
あ
る

ス
カ
ー
ト
（
裙
）
を
着
け
る
の
が
、
当
時
の
中
国
女
性
の
一
般
的
な
服
装
で
あ
っ

た
。
労
働
の
と
き
な
ど
は｢

ス
カ
ー
ト
を
は
か
な
い
ズ
ボ
ン
姿
」
に
な
っ
た
。

・「
豆
腐
屋
小
町
」
原
文
は｢

豆
腐
西
施｣

。
西
施
は
古
代
中
国
の
美
女
。
平
安
時

代
の
歌
人
小
野
小
町
が
絶
世
の
美
女
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
美
し
い
娘
の
こ
と
を

「
…
…
小
町
」
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
を
訳
語
と
し
て
当
て
た
も
の
。

・「
兵
隊
、
匪
賊
、
役
人
、
地
主
」
当
時
の
中
国
で
、
民
衆
の
敵
と
さ
れ
て
い
た

代
表
的
な
も
の
。｢

匪
賊
」
は
、
集
団
で
略
奪
な
ど
を
行
う
盗
賊
。

・「
纏
足
」
昔
の
中
国
の
風
習
で
、
女
子
の
足
が
大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、
幼

時
か
ら
布
を
堅
く
巻
き
付
け
て
お
く
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
小
さ
く
し
た

足
の
こ
と
。

・「
作
者
紹
介
／
魯
迅
」
一
八
八
一
〜
一
九
三
六
。
本
名
周
樹
人
。
中
国
の
小
説
家
。

中
国
近
代
文
学
の
父
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
小
説｢

阿
Ｑ
正
伝｣

「
狂
人
日
記
」、
雑

感
集｢

而
已
集
」「
三
閑
集
」、
散
文
詩
集｢

野
草
」、
文
学
史｢

中
国
小
説
史
略
」

な
ど
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
注
記
さ
れ
た
語
句
と
そ
の
中
身
は
、
五
社
の
教
科
書
に
お
い
て
は

大
同
小
異
で
あ
っ
た
。
内
容
理
解
に
そ
れ
ほ
ど
助
け
に
な
る
と
も
思
わ
れ
な
い
「
豆
腐

屋
小
町
」
に
多
く
の
言
葉
を
費
や
し
て
い
る
が
、こ
れ
は
訳
者
・
竹
内
好
が
「
豆
腐
西
施
」

を
「
豆
腐
屋
小
町
」
と
訳
し
た
た
め
に
、
わ
ざ
わ
ざ
説
明
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
現
行
の
教
科
書
教
材
に
用
意
さ
れ

て
い
る
情
報
は
、
概
し
て
些
末
な
も
の
で
あ
っ
て
、
深
い
読
解
に
導
い
て
く
れ
る
も
の

は
な
い
。｢

豆
腐
屋
小
町
」
の
説
明
と
並
ん
で
、か
な
り
の
字
数
を
費
や
し
て
い
る
「
ス

カ
ー
ト
を
は
か
な
い
ズ
ボ
ン
姿
」
な
ど
は
、
必
要
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
。

　

さ
ら
に
驚
く
べ
き
は
、｢

故
郷
」
が
ど
の
時
代
、
ど
こ
を
舞
台
に
描
か
れ
た
も
の
で

あ
る
か
を
知
る
手
が
か
り
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
作
品
が
い
つ
発
表
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
か
も
、
ま
っ
た
く
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
各
教
科
書
に
記
述
さ
れ
る
魯
迅
の
生
年
と
没
年
、
学
校
図
書
の

教
科
書
に
お
け
る
魯
迅
の
紹
介
文
、「
植
民
地
化
さ
れ
て
い
く
中
国
を
見
つ
め
、
国
民

の
自
立
と
封
建
制
か
ら
の
解
放
を
訴
え
続
け
た
。」
や
、
光
村
図
書
の
教
科
書
脚
注
の

括
弧
内
の
説
明
、「（
魯
迅
の
故
郷
は
浙
江
省
紹
興
だ
が
、
彼
は
当
時
北
京
に
住
ん
で
い
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三
八

た
。）」
に
よ
っ
て
想
像
す
る
し
か
な
い
の
で
あ
っ
て
、
甚
だ
心
許
な
い
。

九
、
む
す
び

　

筆
者
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
魯
迅｢

故
郷
」
の
新
た
な
授
業
づ
く
り
と
し
て
、

現
行
の
教
科
書
教
材
が
よ
っ
て
い
る
⑫
竹
内
好
（
新
訳
）
と
、
そ
れ
以
外
の
翻
訳
と
を

比
較
し
、
分
析
・
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
深
く
よ
り
広
く
、
よ
り
正
確
に
「
故

郷
」
を
読
解
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

中
国
人
の
魯
迅
が
書
い
た｢
故
郷｣

は
、
当
然
中
国
人
に
読
ま
せ
る
べ
く
中
国
語
で

書
か
れ
て
い
る
。
原
文
は
た
だ
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
を
日
本
人
が
読
も
う
と
す
れ
ば
、

翻
訳
に
よ
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
が
一
般
で
あ
る
。
そ
こ
に
訳
者
が
複
数
い
れ
ば
、
翻
訳

も
ま
た
複
数
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
私
た
ち
は
六
五
年
以
上
の
長
き
に
亘
っ
て
、
竹
内
好
訳
の｢

故
郷｣

だ

け
を
読
み
続
け
、
そ
れ
で
魯
迅
の｢

故
郷
」
を
読
解
し
た
と
勘
違
い
し
て
き
た
。
た
っ

た
一
つ
の
翻
訳
に
よ
っ
て
、
魯
迅｢

故
郷
」
を
真
に
理
解
し
た
つ
も
り
に
な
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
筆
者
の
危
惧
は
こ
こ
に
あ
る
。

　

た
だ
、
中
学
校
の
国
語
教
科
書
に
は
、
今
な
お
竹
内
好
訳
（
新
訳
）
が
採
録
さ
れ
続

け
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、

そ
の
本
文
と
比
較
・
対
照
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
翻
訳
を
選
定
し
、
逐
一
読
み
比
べ
て
み

た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、少
な
く
と
も
今
よ
り
は
一
歩
、魯
迅
の
書
い
た
「
故

郷
」
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
私
の
意
見
で
あ
る
。
さ

ま
ざ
ま
な
翻
訳
が
あ
る
中
で
、
竹
内
好
と
直
接
的
な
影
響
関
係
が
な
い
（
あ
る
い
は
少

な
い
）
も
の
と
し
て
、
ま
ず
は
井
上
紅
梅
訳
を
取
り
上
げ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
ま
た
、

必
要
に
応
じ
て
、
魯
迅
に
よ
る
原
文
を
用
い
る
こ
と
も
提
案
し
た
い
。

　

ま
た
、
現
行
の
教
科
書
教
材
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
学
習
の
手
引
き
」
等
を
分
析
・

検
討
し
た
結
果
、
そ
こ
に
示
さ
れ
た
学
習
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
周
到
に
用
意

さ
れ
た
相
応
の
情
報
が
必
須
で
あ
っ
て
、
現
行
の
貧
困
な
情
報
だ
け
で
は
、
学
習
目
標

に
ま
で
到
達
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

先
に
取
り
上
げ
た
古
典
教
材
に
関
し
て
は
、
そ
も
そ
も
原
本
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
こ
と
が
多
く
、
比
較
的
古
い
写
本
を
、
一
方
で
原
本
の
姿
を
想
定
し
つ
つ
、
比
較
・

対
照
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
回
取
り
上
げ
た
翻
訳
教
材
は
、
原
文

が
厳
然
と
あ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
複
数
の
翻
訳
を
比
較
・
対
照
し
つ
つ
も
、
最
終
的

に
は
原
文
を
参
照
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
点
、
古
典
教
材
よ
り
も
比
較
的
容
易
に
解

に
ま
で
辿
り
着
く
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。し
か
し
、そ
の
原
文
は
外
国
語
で
も
っ

て
表
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
当
該
外
国
語
の
広
汎
な
知
識
な
く
し
て
は
難
し
い
。

古
典
教
材
と
は
ま
た
異
な
る
ハ
ー
ド
ル
を
越
え
る
た
め
に
は
、
そ
の
道
の
専
門
家
と
の

協
力
が
ど
う
し
て
も
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

日
本
の
小
・
中
学
校
の
教
科
書
教
材
に
は
、
意
外
に
翻
訳
教
材
が
多
く
採
録
さ
れ
て

い
る
。
本
稿
は
、
そ
れ
ら
の
新
た
な
授
業
づ
く
り
に
も
援
用
で
き
る
提
案
に
な
っ
て
い

る
と
信
じ
て
い
る
。

　［
注
］

（
１
）拙
稿「
古
典
教
材
の
授
業
づ
く
り̶

『
平
家
物
語
』敦
盛
の
最
期
を
め
ぐ
っ
て̶

」

（『
新
大
国
語
』
第
三
九
号
、
二
〇
一
七
年
三
月
）。
同
「
古
典
教
材
の
授
業
づ

く
り̶

『
平
家
物
語
』
扇
の
的
を
め
ぐ
っ
て̶

」（『
新
潟
大
学
教
育
学
部
研
究

紀
要
』
第
九
巻
第
二
号
、
二
〇
一
七
年
三
月
）。

（
２
）『
魯
迅
文
集
』
第
一
巻
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
六
年
）。

（
３
）
当
初
は
、『
中
学
生
全
集
七
七　

中
国
小
説
選
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
五
二
年
）

の
竹
内
好
（
旧
訳
）
に
よ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
た
が
、
吉
原
英
夫
「
中
学
校
国

語
教
科
書
に
お
け
る
魯
迅
」（『
札
幌
国
語
教
育
研
究
』
第
九
号
、
北
海
道
教
育

大
学
札
幌
校
国
語
科
教
育
学
研
究
室
、
二
〇
〇
四
年
九
月
）
に
よ
れ
ば
、
竹
内

好
の
「
復
員
日
記
」、昭
和
二
一
年
一
二
月
六
日
の
条
に
、「
翻
訳
八
枚
、｢

故
郷
」

を
了
る
。｢

故
郷
」
は
傑
作
で
あ
る
感
が
強
い
。
佐
藤
春
夫
の
訳
は
相
当
誤
訳

は
あ
る
が
増
田
ほ
ど
で
は
な
い
、
名
訳
で
あ
る
」
と
あ
る
ら
し
く
、
こ
れ
に
手

を
加
え
た
も
の
が
教
材
文
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い

る
。
筆
者
も
ま
た
、『
竹
内
好
全
集
』
第
一
五
巻
（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
一
年
）

所
収
の｢

復
員
日
記
」
で
こ
れ
を
確
認
し
た
。
な
お
、
別
途
こ
の
件
に
つ
い
て

教
育
出
版
・
中
学
国
語
編
集
部
に
照
会
（
二
〇
一
八
年
七
月
一
一
日
）
し
た
と

こ
ろ
、
七
月
二
三
日
付
け
に
て
、｢

出
典
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
時
の
記
録
が

確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。（
中
略
）
現
在
で
は
正
確
な
出
典
を
特
定
す
る
こ
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三
九

と
が
で
き
ま
せ
ん
。」
と
い
う
回
答
が
あ
っ
た
。

（
４
）『
世
界
名
作
全
集
』
第
三
三
巻
（
平
凡
社
、
一
九
六
〇
年
、
※
増
田
渉
は
、
中

国
に
渡
っ
て
魯
迅
に
師
事
し
、魯
迅
も
増
田
を
可
愛
が
っ
た
）。
藤
井
省
三
『
魯

迅
事
典
』（
三
省
堂
、）
二
〇
〇
二
年
）、同
『
魯
迅
―
東
ア
ジ
ア
に
生
き
る
文
学
』

（
岩
波
書
店
、二
〇
一
一
年
）。
こ
の
他
、村
木
久
美「
魯
迅
の
素
顔
」（
１
）〜（
３
）

（
文
芸
研
究
会
、
二
〇
一
〇
年
六
〜
八
月
）
も
参
照
し
た
。
二
〇
一
八
年
五
月

二
〇
日
ア
ク
セ
ス
。
文
芸
研
究
会
Ｕ
Ｒ
Ｌhttp://kanagaw

a-hoyukai.jp/
page05_doukoukai/05_03_bungei/05_03_hyouron.htm

l

（
５
）「
興
房
」
は
、
周
家
の
第
一
一
世
の
こ
と
で
あ
る
。

（
６
）
注
（
４
）
藤
井
文
献
に
よ
れ
ば
、
父
親
の
病
気
に
つ
い
て
は
、
弟
・
作
人
は

肺
結
核
と
述
べ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
肝
硬
変
ま
た
は
日
本
住
血
吸
虫
と
い

う
説
も
あ
る
ら
し
い
。

（
７
）『
新
青
年
』
五
月
号
（
広
州
新
青
年
社
、
一
九
二
一
年
五
月
）。
魯
迅
は
、
こ

の
前
年
（
一
九
二
〇
年
）
翻
訳
刊
行
さ
れ
た
關
口
彌
作
『
チ
リ
コ
フ
選
集
』（
新

潮
社
）
の
中
か
ら
「
田
舎
町
」
な
ど
を
中
国
語
訳
し
、『
現
代
小
説
訳
叢
』（
上

海
・
商
務
印
書
館
、
一
九
二
二
年
）
に
収
録
し
て
い
る
。「
故
郷
」
は
こ
れ
に

着
想
を
得
て
い
る
。

（
８
）『
吶
喊
』（
北
京･

新
潮
社
、
一
九
二
三
年
）。

（
９
）
李
艷
「
日
本
に
お
け
る
「
故
郷
」
翻
訳
史
」（
第
一
二
五
回
・
全
国
大
学
国
語

教
育
学
会
発
表
要
旨
集
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
）。『
世
界
文
学
総
合
目
録
』
第

一
〇
巻
（
大
空
社･

ナ
ダ
出
版
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
二
年
）。

（
10
）
注
（
３
）
吉
原
論
文
。

（
11
）『
名
作
に
ま
な
ぶ
私
た
ち
の
生
き
方
』
第
三
巻
、
中
国･

朝
鮮･

イ
ン
ド
の
文

学
（
小
峰
書
店
、
一
九
六
五
年
）。

（
12
）
注
（
９
）
李
艷
論
文
。

（
13
）丁
秋
娜「「
故
郷
」の
教
材
研
究
―
翻
訳
文
学
と
い
う
側
面
か
ら
考
え
る
―
」（
第

一
一
三
回
・
全
国
大
学
国
語
教
育
学
会
発
表
要
旨
集
、
二
〇
〇
七
年
一
一
月
）。

（
14
）
竹
内
好
「
日
本
に
お
け
る
魯
迅
の
翻
訳
」（『
文
学
』
一
九
七
六
年
四
月
号
、

岩
波
書
店
）。
こ
こ
で
、
竹
内
が｢

参
考
資
料
」
と
言
う
の
は
、
①
訳
者
不
明

本
と
注
（
11
）『
名
作
に
ま
な
ぶ
私
た
ち
の
生
き
方
』
第
三
巻
所
収
、
那
須
田

稔
訳
の
二
編
の
こ
と
で
あ
る
。

（
15
）
増
田
渉
は
、
東
京
大
学
文
学
部
支
那
文
学
科
在
学
中
か
ら
佐
藤
春
夫
に
師
事

し
、
上
海
に
留
学
し
て
魯
迅
の
教
え
を
受
け
る
際
に
も
、
佐
藤
の
絶
大
な
支
援

が
あ
っ
た
。

（
16
）
勝
山
稔
「
改
造
社
版
『
魯
迅
全
集
』
を
め
ぐ
る
井
上
紅
梅
の
評
価
に
つ
い
て
」

（『
東
北
大
学
中
国
語
学
文
学
論
集
』
第
一
六
号
、
東
北
大
学
中
国
文
学
研
究
会
、

二
〇
一
一
年
一
一
月
）。

﹇
付
記
﹈
本
稿
は
、
平
成
三
〇
年
度
・
新
潟
大
学
教
育
学
部
国
語
国
文
学
会
夏
期
研
究

会
（
二
〇
一
八
年
七
月
二
八
日
、
新
潟
大
学
附
属
図
書
館
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ホ
ー
ル
）
に

お
い
て
口
頭
発
表
し
た
も
の
に
基
づ
き
、
こ
れ
を
大
幅
に
修
正
し
て
稿
を
成
し
た
も
の

で
あ
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
有
益
な
ご
意
見･

情
報
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
、

感
謝
申
し
上
げ
る
。　
　
　
　

　

本
稿
はJSPS

科
研
費(

基
盤
研
究
（
Ｂ
）、
課
題
番
号16H

03794

）
及
び
（
基
盤

研
究
（
Ｂ
）、
課
題
番
号19H

01667

）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

 

（
二
〇
一
八
年
七
月
二
四
日
成
稿
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
二
〇
日
改
稿
）




